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図面番号 図面名 図面番号 図面名 図面番号 図面名 図面番号 図面名 図面番号 図面名

A ー 01 図面目録 A ー 26 西面立面図、改修部分リスト A ー 51 展開図-18 A ー 76 展開図-43 A ー 101 2階 家具補強位置図

A ー 02 特記仕様書（建築改修工事編）（1） A ー 27 矩計図-1 A ー 52 展開図-19 A ー 77 展開図-44 A ー 102 3階 家具補強位置図

A ー 03 特記仕様書（建築改修工事編）（2） A ー 28 矩計図-2 A ー 53 展開図-20 A ー 78 展開図-45 A ー 103 4階 家具補強位置図

A ー 04 特記仕様書（建築改修工事編）（3） A ー 29 矩計図-3 A ー 54 展開図-21 A ー 79 建具配置図-1 A ー 104 1階家具補強リスト

A ー 05 特記仕様書（建築改修工事編）（4） A ー 30 １階天井伏図 A ー 55 展開図-22 A ー 80 建具配置図-2 A ー 105 2.階.３階.４階.家具補強リスト

A ー 06 特記仕様書（建築改修工事編）（5） A ー 31 2階天井伏図 A ー 56 展開図-23 A ー 81 建具配置図-3 A ー 106 家具その他固定金物リスト

A ー 07 特記仕様書（建築改修工事編）（6） A ー 32 3階天井伏図 A ー 57 展開図-24 A ー 82 建具配置図-4

A ー 08 特記仕様書（建築改修工事編）（9） A ー 33 4階天井伏図 A ー 58 展開図-25 A ー 83 建具配置図-5

A ー 09 特記仕様書（建築改修工事編）（10） A ー 34 展開図-1 A ー 59 展開図-26 A ー 84 建具表-1 E ー 01 電気設備工事特記仕様書

A ー 10 付近見取図、配置図 A ー 35 展開図-2 A ー 60 展開図-27 A ー 85 建具表-2 E ー 02 2階幹線動力設備図

A ー 11 仕上げ表-1 A ー 36 展開図-3 A ー 61 展開図-28 A ー 86 建具表-3 E ー 03 照明機器表

A ー 12 仕上げ表-2 A ー 37 展開図-4 A ー 62 展開図-29 A ー 87 建具表-4 E ー 04 2階照明、弱電設備

A ー 13 仕上げ表-3 A ー 38 展開図-5 A ー 63 展開図-30 A ー 88 建具表-5 E ー 05 4階照明、弱電設備

A ー 14 １階平面図 A ー 39 展開図-6 A ー 64 展開図-31 A ー 89 建具表-6 E ー 06 2階非常放送設備

A ー 15 １階改修部分リスト A ー 40 展開図-7 A ー 65 展開図-32 A ー 90 建具表-7 E ー 07 4階非常放送設備

A ー 16 2階平面図 A ー 41 展開図-8 A ー 66 展開図-33 A ー 91 建具表-8 E ー 08 2階非常火災報知機設備

A ー 17 2階改修部分リスト A ー 42 展開図-9 A ー 67 展開図-34 A ー 92 建具表-9 E ー 09 4階非常火災報知機設備

A ー 18 3階平面図 A ー 43 展開図-10 A ー 68 展開図-35 A ー 93 建具表-10

A ー 19 3階改修部分リスト A ー 44 展開図-11 A ー 69 展開図-36 A ー 94 建具表-11

A ー 20 4階平面図 A ー 45 展開図-12 A ー 70 展開図-37 A ー 95 建具表-12

A ー 21 4階改修部分リスト A ー 46 展開図-13 A ー 71 展開図-38 A ー 96 建具表-13

A ー 22 PH階平面図、改修部分リスト A ー 47 展開図-14 A ー 72 展開図-39 A ー 97 建具表-14 M ー 01 機械設備工事特記仕様書

A ー 23 南面立面図、改修部分リスト A ー 48 展開図-15 A ー 73 展開図-40 A ー 98 建具表-15 M ー 02 ２階空調、換気設備

A ー 24 東面立面図、改修部分リスト A ー 49 展開図-16 A ー 74 展開図-41 A ー 99 建具表-16 M ー 03 ４階空調、換気設備

A ー 25 北面立面図、改修部分リスト A ー 50 展開図-17 A ー 75 展開図-42 A ー 100 1階 家具補強位置図
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特記仕様書（建築改修工事編）（１） 02A-

特記仕様書（建築改修工事編）

Ⅰ　工事概要

２．敷地面積

３．構造・規模

４．建築面積

６．主要用途

１．共通仕様

（１）　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築改修工事

　　　　に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

Ⅱ　建築改修工事仕様

㎡

１．工事場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（都市計画区域　内・外）

（２）　電気設備改修工事及び機械設備改修工事を本工事に含む場合は、電気設備改修工事及び機械設備改修工事はそ

２．特記仕様

（５）　 Ｇ 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（以下「グリーン購入法」という）の

（６）　標準仕様書又は改修標準仕様書で「特記がなければ、」以降に具体的な材料・品質性能・工法・検査方法

1

　　　等を明示している場合において、それらが関係法令の改正等により（条例を含む）抵触する場合には、関係

（３）　受注者は完了検査（中間検査を含む）の検査には、特定行政庁（建築主事等）が求める検査に必要な書類等（

　　　　報告書等）を用意すること。

　　　　れぞれの工事仕様書を適用する。なお、電気設備改修工事の仕様書は(   )図、機械設備改修工事の仕様書は

　　　　(   )図による。

　　　　　高知県土木部建築課

　　　特定調達品目を示す。判断基準は「環境物品等の調達の推進に関する基本方針

（環境省のホームページからダウンロード可能）による。」

（３）　特記事項に記載の[　.　.　]内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（２）　特記事項は、・印の付いたものを適用する。

　　　　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　　・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

（４）　特記事項に記載の(  .  .  )内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

各　

章　

共　

通　

事　

項

施工時間帯　　　　　※指定なし　　・指定有り（　　　　　　　　　　　　　）

部位別の施工順序　　※指定なし　　・指定有り（　　　　　　　　　　）

・適用する　　　・適用しない

・　鉄骨工事技術指針　　工場製作編　　工事現場施工編　　日本建築学会

※　建設副産物適正処理推進要綱

※　建築材料等評価名簿　　　　　　　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修

・　鉄骨設計標準図　　　　　　　　　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修

※　建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事等編）

・　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法を施工計画書として提出する。

　　区分等　　　基準風速　Vo=（　　　）m/s　　地表面粗度区分（・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ）

　　　　　　　　積雪区分　建設省告示第1455号　別表（　　）

※　工事写真撮影ガイドブック　建築工事編及び解体工事編　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修

区分

令和４年度版

　　　　標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）」（以下、「改修標準仕様書」という）により、改修標準仕様書

（令和４年版）」（以下、「標準仕様書」という）による。

（１）　項目は、・印の付いたものを適用する。

（令和4年2月25日変更閣議決定）

　　　法令等の遵守[1.1.13]の規定を優先する。

※　建築工事監理指針（上下巻）　　　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（令和４年版）

※　建築工事標準詳細図　　　　　　　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（令和４年版）

・適用基準及び

・電気保安技術者

・施工条件

[1.3.3]

[1.3.5]

特記仕様書（建築改修工事編）（１）

令和　7年　3月

   取り合い

   計画書

提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に委譲するものと

・行う（内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　※行わない

区　分

※本工事　・別途工事

梁貫通部の補強

梁貫通部のスリーブ

天井埋込型器具の取付箇所の下地軽量鉄骨の切込み及び補強

自動開閉装置を取付ける防火戸の切り込み補強及びﾄﾞｱ ｰﾁｪ ｯｸ、ﾌﾛｱ ﾋﾝｼ ﾞ

軽量鉄骨壁のボックス取付用の下地

照明器具、幹線等の吊ボルト用インサート

電気室、自家発電室などのピット（蓋含む）

※本工事　・別途工事

※本工事　・別途工事

※本工事　・別途工事

※本工事　・別途工事

埋込形分電盤、消火栓等の仮枠及び補強
仮枠

補強

施工範囲

ｺﾝｸﾘ ｰﾄ、ﾓﾙﾀﾙ等の撤去部分の項目は、原則としてﾀﾞｲﾔ ﾓﾝ ﾄﾞｶ ｯﾀ ｰ切りとする

・本工事　※別途工事

・本工事　※別途工事

・本工事　※別途工事

・本工事　※別途工事

 設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。

する。

・特別な材料の工法

・見本施工

・施工図及び施工

・設備工事との

・撤去部分

着工前及び工事中

提出部数

　　枚

部　数

　１部

　　部

　　枚 　　部

区　分

工程毎

　　枚 　　部

完成時

カラー　※サービス版

カラー　※キャビネ版

カラー　・全紙版（ｱﾙﾐ額縁入）

・　

分類規格

工事写真については、隠蔽となる部分は全て撮影すること。

デジタル写真の仕様は1 適用基準及び区分の工事写真撮影ガイドブックによる。

※工事写真・完成写真　写真データ（CD-R）とも

　に１部提出する。

※上記の他、完成写真内外６面程度（カラーサービス版）、及びその画像データを完成検査時

※電子納品とする場合は、「高知県電子納品運用に関するガイドライン工事編」により、予め

監督職員と協議を行う。

・完成時の提出図書 ※完成図（設計図の全て）ＣＡＤデータ（CD-R）とも

記入内容は標準仕様書 表1.7.1による。仕上表には、ﾒｰｶｰ名及び品番、色番号等を記入する。

※施工計画書　（A4ファイル綴じ　提出部数：１部）

※保全に関する資料　（提出部数　　※１部　　　　・　　部）

※施工図　　（CADデータ　提出部数：１部）

　※廃石膏ボード等は、原則分別再利用処理とする。

・再生資源化を図るもの（ ・コンクリート塊　・アスファルトコンクリート塊　・建設発生木材）

・発生材の処理 ・引き渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・特定管理産業廃棄物（種類：　　　　　　　処理方法：　　　　　）

・現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　）

[1.3.12]

JAS マーク表示のない材料及びその製造業者等は、次の１）から６）の事項を満たすものとする

　本工事に使用する材料は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、JIS 及び

１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

３）安定的な供給が可能であること

４）法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること

５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

６）販売、保守等の営業体制が整えられていること

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明とな

る資料、又は外部機関が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受けるものとする。

　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品及び同等品を使用するものとし、同等品を

使用する場合は監督職員の承認を受けること。

　　製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、グリーン購入法の基本方針の判断

ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

　の基準に従い、あらかじめ、平成19年3月30日付け18高建管第881号「土木部発注工事で使用する木

　材の合法性の確認について（通知）」による証明書等を、監督職員に提出する。

・材料の品質等 [1.4.2]

・石綿含有建材

の調査

[1.5.1]調査

※ 石綿含有建材の事前調査 

工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を行う。

貸与資料 （　　　　　　　　　　　　　　　　　  ） 

・ 分析による石綿含有建材の調査

分析対象

アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、

クロシドライト、トレモライト

材　料　名

・ 箇所数(　　　　）

定性分析

・ 箇所数(　　　　）

・ 箇所数(　　　　）

・ 箇所数(　　　　）

定量分析

・ 箇所数(　　　　）

・ 箇所数(　　　　）

・ 箇所数(　　　　）

・ 箇所数(　　　　）

(JIS A 1481-1 または JIS A 1481-2)(JIS A 1481-3 または JIS A 1481-4)

分析方法

サンプル数　　１箇所あたり３サンプル

採取箇所　　  ・ 図示　　 ・ 

調査範囲　　　※図示

調査方法　　　※テストハンマーによる打診及び目視　　　・図示

　外壁調査は、外壁改修フローに対する外壁面のひび割れ、浮き、欠損部、内部まで貫通したひび

（必要に応じ写真等を添付する）

   部分の補修

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　　※図示

調査項目　　　・防水改修　　・外壁改修　　・（　　　　　）　

割れ及び雨漏りの有無についての位置及び数量（幅、長さ、面積）の調査を行う。

　また、その報告書は、結果を立面図等に記載し集計表を添えて監督職員に２部提出する。

仮設工事 とび

防水改修工事 防水施工

工事種目 技能検定職種

・とび作業

技能検定作業の種別

建築板金 ・内外装板金作業

・ｱｸﾘﾙ ｺﾞ ﾑ系塗膜防水工事作業　

・ｱｽﾌｧ ﾙﾄ防水工事作業　・ｳﾚﾀﾝｺ ﾞﾑ系塗膜防水工事作業

・合成ｺﾞﾑ系ｼｰ ﾄ防水工事作業

・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業　・ｾﾒﾝ ﾄ系防水工事作業

・改質ｱｽﾌｧﾙ ﾄｼ ｰﾄﾄ ｰﾁ工法防水工事作業

・ｼｰﾘﾝ ｸﾞ防水工事作業　・FRP防水工事作業

・改質ｱｽﾌｧﾙ ﾄｼ ｰﾄ常温粘着工法防水工事作業

注入施工

樹脂接着剤外壁改修工事

左官

ﾀｲﾙ張り

建具改修工事 ｻｯｼ施工

ｶﾞ ﾗｽ施工

自動ﾄﾞｱ施工

内装改修工事 建築大工

内装仕上施工

建築板金

・左官作業

・ﾀｲ ﾙ張り作業

・ﾋﾞ ﾙ用ｻ ｯ ｼ施工作業

・ｶﾞ ﾗ ｽ工事作業

・自動ﾄ ﾞ ｱ施工作業

・大工工事作業

・内外装板金作業

・鋼製下地工事作業

・樹脂接着剤注入工事作業

内装仕上施工

表装

左官

ﾀｲﾙ張り

塗装改修工事 塗装

耐震改修工事 鉄筋施工

型枠施工

ｺﾝｸ ﾘｰﾄ圧送施工

鉄工

とび

環境配慮改修工事 配管

路面表示施工

造園

・壁装作業

・左官作業

・ﾀｲ ﾙ張り作業

・建築塗装作業

・型枠工事作業

・ｺﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ圧送工事作業

・構造物鉄工作業

・とび作業

・建築配管作業

・溶融ﾍﾟ ｲ ﾝ ﾄ ﾏ ｰ ｶ ｰ工事作業　・加熱ﾍﾟ ｲ ﾝ ﾄ ﾏ ｰ ｶ ｰ工事作業

・造園工事作業

・鉄筋組立て作業

・ﾌﾟﾗｽ ﾁｯ ｸ系床仕上げ工事作業　・ｶｰﾍﾟｯ ﾄ系床仕上げ作業

・木質系床仕上げ工事作業　・ﾎﾞｰ ﾄﾞ仕上げ工事作業

・吹付け硬質ｳﾚﾀ ﾝﾌ ｫｰﾑ断熱工事作業

・化粧ﾌｨﾙ ﾑ工事作業

熱絶縁施工

・施工数量調査

・調査のための破壊

・技能士

[1.6.2]

[1.6.3]

[1.7.2]

　　測定対象室及び測定箇所数　　　・図示（仕上表備考欄）

測定し、報告すること

　施工完了時に室内空気中のﾎﾙﾑｱ ﾙﾃﾞ ﾋﾄ ﾞ、ﾄﾙ ｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙ ﾍﾞ ﾝｾﾞ ﾝ、ｽﾁ ﾚﾝの濃度を

・（　　　　）か所

・室内空気中の化学

物質の濃度測定

[1.7.9]

⑤家具、書架、実験台、什器、化粧洗面台、

流し台

①②③④の建築材料を使用する場合はF☆☆☆☆

を基本とし、該当する材料がない場合はF☆☆☆

☆は同等品を使用する

　室内に関わる材料は（上記①～⑤及び建具、ｼｰﾙ材、その他でその接着剤や塗料の溶剤まで含む）

については、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｽﾁﾚﾝ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ、ﾌﾀﾙ酸

ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎﾘｽ、ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ、ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞの有無または成分について一覧表に記入し、その

資料を添付して提出するものとする。

ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝを含有してないものとする

１）ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｽﾁﾚﾝ、ﾄﾙｴﾝ、

③木材保存剤（防腐処理、防蟻処理等）

④内装用接着剤、木工事用接着剤

する

しない難揮発性の可塑剤を使用しているものと

２）ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙを含有

非有機ﾘﾝ系の薬剤とし、加圧式防腐・防蟻処理

は工場で行い、十分乾燥した後に現場搬入する

ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎﾘｽ、ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ、ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞを含有しない、

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｽﾁﾚﾝ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、

ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝを含有していない水性系のものとする
②塗料

　　物）対策

　（揮発性有機化合

使用制限対象建築材料等

F☆☆☆☆又は同等の大臣認定品とする

壁紙、緩衝材、断熱材、仕上げ塗材

単板積層板、MDF、ﾊﾟｰﾃ ｨｸ ﾙﾎﾞ ｰﾄ ﾞ、ﾕﾘ ｱ樹脂板、

①合板、木質ﾌﾛｰﾘ ﾝｸ ﾞ、構造用ﾊﾟﾈﾙ、集成材、

　条件を満たすものとする。

※屋内に使用する材料は、揮発性有機化合物（ＶＯＣ）の放散による健康への影響に配慮し、次の・室内空気汚染

2

仮　

設　

工　

事

・設ける　　

※設けない

構内既存の施設　※利用できる（　※有償　　・無償）　　・利用できない

構内既存の施設　※利用できる（　※有償　　・無償）　　・利用できない

　・構内に新設する（規模及び仕上げの程度、並びに設置する備品等の種類及び数量は現場説明書

　　（施工条件明示）による）

仮設間仕切り等の種別

・Ｂ種

・Ａ種

種　別

・木下地

※軽量鉄骨

・木下地

※軽量鉄骨

　単管下地

※木製扉

・鋼製扉

下　地

・合板　　　　　（※9.0　・　　　）

※せっこうボード（※9.5　・　　　）

・合板　　　　　（※9.0　・　　　）

防炎シート

※片面フラッシュ程度　・　

※合板張り程度　　　　・　

厚さ　mm ・片面

※無し

・片面

※無し

※無し

・有り

仕上材（厚さ　mm） 充てん材 塗　装

※せっこうボード（※9.5　・　　　）

(建築工事用シートでシートだけで落下物の危害防止に使用できるもの）

 外部足場に設ける防護シート等

・養生シート※JISA8952のⅠ類に適合するもの

・防音シート　・採光防音シート　・養生ネット

関するガイドライン」別紙１（手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準）における２の

(2)手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

既存家具等の養生方法　※ﾋﾞﾆﾙｼ ｰﾄ等　　・（　　　　　）

既存部分の養生方法　　※ﾋﾞﾆﾙｼ ｰﾄ等　　・（　　　　　）

既存ﾌﾞﾗｲﾝ ﾄﾞ、ｶｰﾃ ﾝ等の養生方法及び保管場所　・図示（　　　　　）

固定された備品、机・ﾛｯｶ ｰ等の移動　　・行う（図示：　　 　　　）

・仮設扉

・既存部分の養生

・仮設間仕切り

・監督職員事務所

・工事用水

・工事用電力

[2.2.1]

　足場を設ける場合、改修標準仕様書2.2.1によるほか、設置においては、「手すり先行工法に

[2.3.2][表2.3.1]

[2.4.1]

　・既存建物内の一部を使用する（場所　　　　　　　　　　　　　　　　）

[2.3.1]

・Ｃ種

・足場等

令和５年７月改正

RC造及びS造 4

1,980.89 4,411.40

㎡

階

㎡ ５．延床面積

香南市野市町西野５３４-１

2,991.78

集会所（公民館）

施設管理者との協議による

石綿分析結果報告書



一級建築士事務所（高知県）登録第51号 一級建築士 登録第78574号
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株式会社 かめお設計

亀尾明宏
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特記仕様書（建築改修工事編）（２） A-03

工事名

・モルタル塗替え工法

・充填工法

　　　　　高知県土木部建築課令和４年度版特記仕様書（建築改修工事編）（２）

※樹脂注入工法

   改修工法

0.2以上～1.0未満※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm) 注入量(ml/m)

0.2以上～0.3未満

0.3以上～0.5未満

0.5以上～1.0未満 ※130 　・　

※ 70 　・　

※ 40 　・　・手動式エポキシ樹脂注入工法

・機械式エポキシ樹脂注入工法

種　類

※130　 ・　※200～300　・　

※ 50～100　・　

※100～200　・　

※150～250　・　

外
壁
改
修
工
事
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
仕
上
げ
外
壁
）

・ひび割れ部4-1

注入状況の確認方法　※コア抜取り検査　抜取り部の補修方法：　※図示　・（　　　）

・（　　　　　）

ポリマーセメントモルタルの充填　　・行う

　・可とう性エポキシ樹脂

・Ｕカットシール材充填工法

　・シーリング材

・シール工法

　・パテ状エポキシ樹脂

　・可とう性エポキシ樹脂

充填材料　　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系　　・（　　　　　）

※充填工法・欠損部改修工法

[4.1.4][4.2.4～7]

　・エポキシ樹脂モルタル ・ポリマーセメントモルタル

   改修工法

※樹脂注入工法

0.2以上～1.0未満※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm) 注入量(ml/m)

0.2以上～0.3未満

0.3以上～0.5未満

0.5以上～1.0未満 ※130 　・　

※ 70 　・　

※ 40 　・　・手動式エポキシ樹脂注入工法

・機械式エポキシ樹脂注入工法

種　類

※130　 ・　※200～300　・　

※ 50～100　・　

※100～200　・　

※150～250　・　

・ひび割れ部4-2 [4.1.4][4.3.5～8]

注入状況の確認方法　※コア抜取り検査　抜取り部の補修方法：　※図示　・（　　　）

・（　　　　　）

　・シーリング材充填

・Ｕカットシール材充填工法

　・可とう性エポキシ樹脂

　・パテ状エポキシ樹脂

・シール工法

　・可とう性エポキシ樹脂

ポリマーセメントモルタルの充填　　・行う

充填材料　　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系　　・（　　　　　）

・モルタル塗替え工法

　・ポリマーセメントモルタル

　・エポキシ樹脂モルタル

※充填工法・欠損部改修工法 [4.1.4][4.3.9、10]

　・現場調合材料

　・既調合材料

　既製目地材　　・使用する（形状　・図示　・　　　　　　　　）

　仕上げ厚又は全塗厚が 25mm を超える場合の処置　※図示　・（　　　　）　　

・アンカーピンニング

改修工法の種類

※16※9※16※9

※16※9※16※9

※16※9

※20※12※20※13

※25

※20※12※20※13

※16

指定部一般部一般部 指定部

注入口の箇所数(箇所/㎡)ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数(本/㎡)

　全面ﾎﾟﾘﾏ ｰｾ ﾒﾝﾄ ｽﾗ ﾘｰ注入工法

　全面ﾎﾟﾘﾏ ｰｾ ﾒﾝﾄ ｽﾗ ﾘｰ注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋ ﾟﾝ ﾆﾝｸ ﾞ

・注入口付アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

　全面エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋ ﾟﾝ ﾆﾝｸ ﾞ

　全面エポキシ樹脂注入工法

・浮き部改修工法 [4.1.4][4.3.11～16]

※50

※50

※25

注入量

※25

(箇所/ml)

※25

※25

アンカーピンの材質等

※ステンレス鋼（SUS304）呼び径4㎜の丸棒で全ネジ切り加工したもの　・（　　　）

注入口付アンカーピンの材質等

　※ステンレス鋼(SUS304)呼び外径6㎜程度　・（　　　）

・Ｐ０ＳＩ

・Ｓ３ＳＩ

・Ｓ４ＳＩ

・Ｍ４ＳＩ

※1.2　・　

※2.0　・　

※1.5　・　

脱気装置

・設ける

※非歩行

・軽歩行

・　

・シルバー

・カラー・ＳＩ－Ｆ１

・ＳＩ－Ｆ２

・ＳＩ－Ｍ１

・ＳＩ－Ｍ２

※1.5　・　

　　　　　　　　　　　　　 ・（種類：　　　　　、数量　　　　　個／㎡）

防湿用フィルムの設置（SI-M1、SI-M2の場合）　・適用する

脱気装置の種類及び設置数量　※ﾙｰﾌｨ ﾝｸﾞ ｼｰ ﾄの製造所の指定による

屋内防水

工　法

屋内保護

密着工法

・Ｓ－Ｃ１

種　別 施工箇所 備　考

工程4のモルタルの塗厚　・　　mm

 目地処理　　・行う　（工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 増張り　　　・行う　（S-F1、 の場合）SI-F1

既存防水層下地が PCコンクリート部材の場合（接着工法）

[表3.5.3]

[3.5.4]

種　別工　法 施工箇所 備　考

・Ｌ４Ｘ ・Ｘ－１

※Ｘ－２

・Ｘ－２

※Ｘ－１・Ｐ０Ｘ 脱気装置　　・設ける

改修用ﾄﾞﾚﾝ　・設ける

脱気装置　　・設ける

・塗膜防水

・Ｐ１Ｙ ※Ｙ－２

※Ｙ－２・Ｐ２Ｙ

　　　　　　　　　　　　　 ・（種類：　　　　　、数量　　　　　個／㎡）

脱気装置の種類及び設置数量　※主材料の製造所の指定による

・Ｘ－１Ｈ

・Ｘ－２Ｈ

・Ｘ－１Ｈ

・Ｘ－２Ｈ

　・シーリング充填工法　　　　　　・シーリング再充填工法

　・拡幅シーリング再充填工法　　　・ブリッジ工法

シーリング改修工法の種類

シーリング材の種類、施工箇所

シーリング材の種類（記号）施工箇所

ブリッジ工法　ボンドブレーカー張り　　・適用する

              エッジング材張り　　・適用する

シーリング面への仕上塗材仕上げ等　　・行う　　・行わない

　下表以外は、改修標準仕様書表3.7.1による。

接着性試験　　※簡易接着性試験　　・引張接着性試験（部位　　　　　　　　）

・ｼｰﾘﾝ ｸﾞ [3.1.4][3.7.2、3、7、8]

・ろく屋根用（・縦型　・横型）

・バルコニー用

種　類

・バルコニー中継用

材　種 施工箇所

・とい [3.8.2、3]

　　　　　　　　・硬質ポリ塩化ビニル管　（※RF-VP Ｇ　　・VP ）

　　　　　　　　・切断部新設役物にて復旧

といその他の材種　　　・配管用鋼管

ルーフドレン

防露材のﾎﾙﾑｱ ﾙﾃ ﾞﾋﾄ ﾞ放散量

既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法　・（　　　　　）　　・図示

・シール形式（板材折曲げ形）

板材折曲げ形の場合　本体幅（　　　mm）　板厚（※2.0mm　・　　　）

役　物　　・適用する

表面処理　種別　・AB-1種又はBB-1種　　・BB-2

　　着色　・標準色　　・特注色

工　法

 下地補修の工法　・（　　　　　）　　・図示　

 板材折曲げ形の笠木の取付方法　・（　　　　　）　　・図示

 既存笠木等の撤去　　・行う　（範囲　・　　　　　　・図示）

・ｱﾙﾐﾆ ｳﾑ製笠木

・防水保証期間

種　類　・オープン形式（・押出250形　・押出300形　・押出350形　） [3.9.2、3]

   ﾙｰﾌｨﾝ ｸﾞ ｼｰﾄ防水

・Ｓ－Ｍ１

・Ｓ－Ｍ２

※1.5　・　

※1.5　・　

・　

工　法

・Ｐ０Ｓ

・Ｓ４Ｓ

・Ｓ－Ｆ１

・Ｓ－Ｆ２

※1.2　・　

厚さ(mm)

※2.0　・　

分　類 仕上塗料 備　考

脱気装置

・設ける

※非歩行

・カラー

・シルバー

種　別 施工箇所

断熱材 Ｇ （SI-F1、SI-F2、SI-M1、SI-M2の場合）

種類　・（　　　　　）　厚さ　・25mm　・（　　　　　）

絶縁用シート　※発泡ポリエチレンシート 　・（　　　　　）・合成高分子系 [3.5.2]

[3.5.2～3][表3.1.1][表3.5.1～2]

・　

・Ｓ３Ｓ ・Ｓ－Ｆ１

・Ｓ－Ｆ２

※1.2　・　

※2.0　・　

脱気装置

・設ける

※非歩行

・軽歩行 ・シルバー

・カラー

・Ｍ４Ｓ ・Ｓ－Ｍ１

・Ｓ－Ｍ２

※1.5　・　

※1.5　・　 ・設ける

脱気装置※非歩行

・軽歩行 ・シルバー

・カラー

3
   養生方法(とい共)

※改修標準仕様書3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ)による　　・（　　　　　）・降雨等に対する

・既存防水の処理

防

水

改

修

工

事

[3.1.3]

[3.2.3、4、6]既存保護層の撤去　　・行う　（範囲　・図示　　・　　　　　　　　　　）

既存防水層の撤去　　・行う　（範囲　・図示　　・　　　　　　　　　　）

立上り部の防水層撤去　　・行う（・POS　・POSI　・M4S　・M4SI　・S4S　・S4SI）

既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去　・行う（・M4AS　・M4ASI　・M4C　・M4DI　・L4X）

既存下地の補修箇所、範囲、数量等　・図示　　・（　　　　　）　・既存下地の処理 [3.2.6]

屋根保護防水

※ﾎﾟﾘ ｴﾁﾚ ﾝﾌ ｨﾙﾑ

　厚さ0.15mm以上

・Ｐ２Ａ

施工箇所 断熱材 Ｇ 絶縁用シート 立上り部の保護種　別工　法

・れんが押え

・ｺﾝｸ ﾘｰ ﾄ押え

・Ａ－１

・Ｐ１Ｂ ・Ｂ－１

・Ａ－３

押え金物　　　※アルミニウム製　L-30×15×2.0 (㎜)　　・（　　　　　）

・Ａ－２

・Ｂ－２

・乾式保護材

・ｱｽﾌ ｧﾙﾄ防水 [3.3.2]

[3.3.2～5][表3.1.1][表3.3.3～6]

・Ｐ２ＡＩ ・ＡＩ－１

・ＢＩ－１・Ｐ１ＢＩ

・Ｔ１ＢＩ

・ＡＩ－３

・ＡＩ－２

・ＢＩ－２

・　

※ﾌﾗｯﾄ ﾔｰﾝ ｸﾛ ｽ

　70g/㎡程度

厚さ　・25mm

・　

・　

又はﾌﾗｯﾄ ﾔｰﾝ ｸﾛ ｽ

　70g/㎡程度

屋根露出防水

種　別工　法

・Ｍ４Ｃ ・Ｃ－１

備　考

・Ｃ－３

・Ｃ－４

・Ｍ３Ｄ

・Ｐ０Ｄ

・Ｄ－１ 脱気装置　　・設ける

改修用ﾄﾞﾚ ﾝ　・設ける

・Ｃ－２

・Ｄ－２

断熱材 Ｇ 施工箇所

[3.3.2～3][表3.1.1][表3.3.7～9]

・Ｐ０ＤＩ

・Ｍ３ＤＩ

・Ｍ４ＤＩ

脱気装置　　・設ける

改修用ﾄﾞﾚﾝ　・設ける

・ＤＩ－１

・ＤＩ－２ 厚さ　・25mm

・　

種類　・　

脱気装置の種類及び設置数量　※ｱｽﾌｧ ﾙﾄ ﾙｰﾌ ｨﾝ ｸﾞ類の製造所の指定による

　　　　　　　　　　　　　 ・（種類：　　　　　、数量　　　　　個／㎡）

屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、ﾙｰﾌﾄﾞ ﾚﾝ周り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

　　　　　　　　　　　　　  ・（　　　　　）　　・図示

保護層　　　・設ける

屋内防水

工　法

・Ｐ１Ｅ

・Ｐ２Ｅ

・Ｅ－１

備　考

・Ｅ－２

(工程３ ・行う)

種　別 施工箇所

[3.3.2～3、5][表3.1.1][表3.3.10]

屋上排水溝　・適用する

   ｼｰﾄ防水

・改質ｱｽﾌｧ ﾙﾄ [3.4.2、3]

・Ｍ４ＡＳ ・ＡＳ－Ｔ１

工　法 種　別

・ＡＳ－Ｔ２

・ＡＳ－Ｊ２

・Ｍ３ＡＳ ・ＡＳ－Ｔ３

・ＡＳ－Ｔ４

・ＡＳ－Ｊ１

・ＡＳ－Ｔ３・Ｐ０ＡＳ

・ＡＳ－Ｔ４

・ＡＳ－Ｊ１

・ＡＳ－Ｊ３

・Ｍ３ＡＳＩ

・Ｍ４ＡＳＩ

・Ｐ０ＡＳＩ

・ＡＳＩ－Ｔ１

・ＡＳＩ－Ｊ１

施工箇所 備　考

改修用ドレン　・設ける　・設けない

脱気装置　　　・設ける　・設けない

改修用ドレン　・設ける　・設けない

脱気装置　　　・設ける　・設けない

改修用ドレン　・設ける　・設けない

脱気装置　　　・設ける　・設けない

防湿層　　　　・設ける　・設けない

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による　　・（　　　）

脱気装置の種類及び設置数量

※改質アスファルトシートの製造所の指定による　・種類（　　　）　・設置数量（　　　）個

押え金物　　　※アルミニウム製　L-30×15×2.0 (㎜)程度　　・（　　　　　）

断熱材 Ｇ （ASI-T1、ASI-J1の場合）　種類　・（　　　　　）　厚さ　・25mm　・（　　　　）

仕上塗料

使用量　※改質アスファルトシートの製造所の指定による　・（　　　）

種類　　※改質アスファルトシートの製造所の指定による　・（　　　）

高日射反射率防水の適用　　　・適用するＧ

[3.6.2、3][表3.1.1][表3.6.1～3]

保護層　･保護モルタル　・（　　　）

保護層　･保護モルタル　・（　　　）

※「1(各章共通事項)．室内空気汚染(揮発性有機化合物)対策」による

[4.1.4][4.2.4、8]

期間は（　　　　）年とし、請負業者、施工業者、製造業者の３社連名の保証とする。

外
壁
改
修
工
事
（
モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ
外
壁
）

・設ける

脱気装置

改修用ドレン

・設ける

・軽歩行

・軽歩行

※非歩行

・シルバー

・カラー

・カラー

・シルバー

・設ける

改修用ドレン

脱気装置

・設ける

・Ｓ－Ｆ２

外壁打継目地 MS-2

工事名

香南市中央公民館非構造部材耐震化工事

令和　7年　3月

令和５年７月改正

建具枠廻り、外部仕上取合い部、ﾊﾞﾙｺﾆｰ床伸縮目地

20×10

15×10MS-2

ﾊﾞﾙｺﾆｰ・庇・屋外階段

10

北面下屋根

西面通路屋根

※非歩行
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充填工法

外
壁
改
修
工
事
（
タ
イ
ル
張
り
仕
上
げ
外
壁
）

4-3

　・エポキシ樹脂モルタル　・ポリマーセメントモルタル　・ポリマーセメントスラリー

モルタル塗替え工法

　・現場調合材料

　・既調合材料

　既製目地材　　・使用する（形状　・図示　・　　　　　　　　　　）

　仕上げ厚又は全塗厚が 25mm を超える場合の措置　※図示　・（　　　　　）　　

・既存タイル張り

の撤去

・外壁タイル張り全面　・図示の範囲

撤去範囲　※下地モルタルまで　・張付けモルタルまで　・タイルのみ

   改修工法

・ひび割れ部 改修箇所　※既存タイル張り面

・既存タイル撤去面（　・コンクリート面　・モルタル面　）

[4.1.4][4.4.5、6]

※樹脂注入工法

※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm) 注入量(ml/m)

0.2以上～0.3未満

0.3以上～0.5未満

※130 　・　

※ 70 　・　

※ 40 　・　・手動式エポキシ樹脂注入工法

・機械式エポキシ樹脂注入工法

種　類

※130　 ・　※200～300　・　

※ 50～100　・　

※100～200　・　

※150～250　・　

0.2以上～1.0以下

0.5以上～1.0以下

　・シーリング材充填

　・可とう性エポキシ樹脂

コア抜取り検査　※行う　・行わない

抜取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき1個　・（　　　）

抜取り部の補修方法　※図示　・（　　　）

・Ｕカットシール材充填工法（既存タイル張り撤去面）

充填材料の種類　　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系　　・（　　　　　）

ポリマーセメントモルタルの充填　　・行う　・行わない

・タイル部分張替え工法・欠損部改修工法 [4.1.4][4.4.5～8]

・JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

・タイル張替え工法

張付け用材料の種類　・ポリマーセメントモルタル

張付け用材料の種類　・張付けモルタル（・現場調合材料　　・既調合モルタル）

・JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理　・目荒らし工法　　・（　　　　　）

　　タイル張りの工法

　　　ユニットタイル　・マスク張り　　・モザイクタイル張り

　　　外装タイル　　　※密着張り　　　・改良圧着張り

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

外装タイル張り下地等の下地モルタル及び下地調整塗材塗りの接着力試験　・行う　・行わない

・セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り

・有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り

シーリング材の種類

伸縮調整目地その他の目地　　　※変成シリコーン系　・（　　　）　

打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系　　・（　　　）

・タイル張替え工法

・タイル部分張替え工法

・アンカーピンニング

　ｴﾎﾟ ｷｼ樹脂注入ﾀｲﾙ固定工法

　全面ﾎﾟﾘﾏ ｰｾﾒ ﾝﾄ ｽﾗﾘ ｰ注入工法

※16※9・注入口付アンカーピンニング

※16※9

　部分エポキシ樹脂注入工法

※16※9・注入口付ｱﾝｶ ｰﾋ ﾟﾝﾆ ﾝｸ ﾞ

　全面ﾎﾟ ﾘﾏ ｰｾﾒ ﾝﾄ ｽﾗﾘ ｰ注入工法

※20※12※20※13・アンカーピンニング

　全面エポキシ樹脂注入工法

※20※12※20※13・アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

※25※16

指定部一般部指定部一般部
改修工法の種類

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数(本/㎡)

・注入口付アンカーピンニング

・注入口付ｱﾝｶ ｰﾋ ﾟﾝﾆ ﾝｸ ﾞ

　全面エポキシ樹脂注入工法

・　 ・　

注入口の箇所数(箇所/㎡)

※16※9

※16※9

・浮き部改修工法 [4.1.4][4.4.5、9～15]

※50

※50

※25

注入量

※25

(箇所/ml)

※25

※25

※25

アンカーピンの材質等

※ステンレス鋼（SUS304）呼び径4㎜の丸棒で全ネジ切り加工したもの　・（　　　）

注入口付アンカーピンの材質等

※ステンレス鋼(SUS304)呼び外径6㎜程度　・（　　　）

・タイル部分張替え工法

・JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

張付け用材料の種類　・ポリマーセメントモルタル

・タイル張替え工法

・JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

張付け用材料の種類　・張付けモルタル（　・現場調合材料　　・既調合モルタル）

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

外装タイル張り下地等の下地モルタル及び下地調整塗材塗りの接着力試験　・行う　・行わない

下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理　・目荒らし工法　　・（　　　　　）

　　タイル張りの工法

　　　ユニットタイル　・マスク張り　　・モザイクタイル張り

　　　外装タイル　　　※密着張り　　　・改良圧着張り

・セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り

・有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り

シーリング材の種類

伸縮調整目地その他の目地　　　※変成シリコーン系　・（　　　）　

打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系　　・（　　　）

・目地ひび割れ部改修工法・目地改修工法 [4.1.4][4.4.5、16]

・伸縮調整目地改修工法

　　伸縮調整目地の位置及び寸法　※図示　・（　　　　　）

なしあり特注標準なしあり無ゆう施ゆうⅢ類Ⅱ類Ⅰ類適用 Ｇ（mm）

耐凍害性色役　物うわぐすり吸水率による区分再生材の形状寸法

タイルの形状、寸法等

り性

耐滑
施工箇所

[4.4.5、8]・タイルの形状、

寸法等

 ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・ 

 ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・ 

 ・ 

 ・ 

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

・塗膜はく離剤工法

・サンダー工法

・水洗い工法

・高圧水洗工法

工　法

   下地調整

   、下地処理及び

・既存塗膜等の除去4-4

外
壁
改
修
工
事　

仕
上
塗
材
仕
上
げ
外
壁
等
改
修　

[4.5.4]

・ポリマーセメントモルタル　　

　※下地調整塗材（※Ｃ－２　　・Ｃ－１　　・ＣＭ－２）

処理範囲

※既存仕上げ面全体　・図示

※既存仕上げ面全体　・図示

※既存仕上げ面全体　・図示

・図示

4-1～4-3による

下地面の補修

※サンダー工法、高圧水洗工法、塗膜はく離剤工法の

　処理範囲以外の既存仕上げ面全体

・下地調整塗材 [4.5.2]

・仕上塗材仕上げ 新規仕上塗材の種類

種　類 防火材料呼び名 仕上げの形状

・薄付け仕上塗材 ・外装薄塗材Si 　・　 ・砂壁状

・ゆず肌状（・吹付け　・ローラー塗り）・可とう形外装薄塗材Si 　・　

・外装薄塗材E

・防水形外装塗材E

・可とう形外装薄塗材E

・外装薄塗材S 　・　

　・　

　・　

　・　 ・さざ波状　・平たん状

・凹凸状（・吹付け　・こて塗り）

・着色骨材砂壁状（・吹付け　・こて塗り）

・砂壁状じゅらく　・京壁状じゅらく

・厚付け仕上塗材 ・外装厚塗材C

・外装厚塗材Si

・外装厚塗材E

・吹放し　・凸部処理　・平たん状

・凹凸状　・ひき起こし　・かき落とし

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

・複層仕上塗材 ・複層塗材CE

・可とう形複層塗材CE

・複層塗材Si

・複層塗材E

・複層塗材RE

上塗材

　・　

　・　

　・　

・防水形複層塗材CE

・防水形複層塗材E

・防水形複層塗材RE

・ゆず肌状　・凸部処理　・凹凸状

　耐候性　　※耐候形3種　・　

　溶　媒　　※水系  ・溶剤系・弱水溶系

　仕上塗材

　・　

　・　

　・　

・平たん状　・さざ波状　・ゆず肌状

　耐候性　　※耐候形3種　・　

　溶　媒　　※水系  ・溶剤系　・弱水溶系

上塗材

[4.1.5][4.5.2][表4.5.1]

上塗材　　・適用する　・適用しない

　外　観　　※つやあり　・つやなし

　　　　　　・メタリック

　樹　脂　　※アクリル系

　外　観　　※つやあり　・つやなし

　　　　　　・メタリック

　樹　脂　　※アクリル系

種　別　・A種　　・B種

塗り

・ﾏｽﾁ ｯｸ塗材塗り

・外壁用塗膜防水材

仕上げの形状　・凹凸状　　・凸部処理　　・ゆず肌状　　・さざ波状

下地挙動緩衝材　・適用する

耐候性　※JIS A 6909 耐候形1種　　・（　　　　　）

模様材の種類及び所要量　・（　　　　　）　　・図示

外壁用仕上塗料の種類と所要量　・（　　　　　）　　・図示

[4.1.5][4.7.2、3][表4.7.1]

[4.1.5][4.6.2][表4.6.1]

建具の種類

　・　　・　

かぶせ工法 撤去工法 適用箇所

・アルミニウム製建具

５

建　

具　

改　

修　

工　

事

　・　 　・　

　・　 　・　

　・　 　・　

　・　 　・　

・内部

・外部

・ステンレス製建具

・鋼製軽量建具

・鋼製建具

・樹脂製建具

・改修工法 [5.1.3]

新規に建具を設ける場合

建具符号（　　　　　　　）

防火戸、ヒューズ装置、熱感知器又は煙感知器との連動　・適用する

　　　　　　　　　　・納まり等がわかる程度

建具見本の程度　　　・工事に使用するものとして、あらかじめ製作する

建具見本の製作　　　・行う　（建具符号：　　　　　　　　　　　）　　

特殊な建具の仮組　　・行う　（建具符号：　　　　　　　　　　　）　　

性能値等

　・外部に面する建具の性能等級 ・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

（Ｓ－４、Ａ－３、Ｗ－４）

（Ｓ－５、Ａ－３、Ｗ－４）

（Ｓ－６、Ａ－４、Ｗ－５）

（建具符号：　　　　　　　）

（建具符号：　　　　　　　）

（建具符号：　　　　　　　）

　・屋内の建具の性能等級　　　（　　　　　）

・防火戸

・見本の製作等

・防犯建物部品

・ｱﾙﾐ ﾆｳ ﾑ製建具

　・　 　・　・木製建具

※図示　　・　

※図示　　・　

※図示　　・　

※図示　　・　

※図示　　・　

※図示　　・　

※図示　　・　

新規建具周囲の補修工法及び範囲　※図示　・（　　　）

壁部分の開口の開け方　　　　　　※図示　・（　　　）　　

[5.1.4]

[5.1.5]

※適用する　（　　　　　　　　　） [5.1.7]

[5.2.2～5][表5.2.1、2]

表面処理

　外部に面する建具　　

　屋内の建具　　　　

※BB-1種　　・BB-2種　　・（　　　）

※BC-1種　　・BC-2種　　・（　　　）

着色　※標準色　　・特注色（　　　）

結露水の処理方法　・（　　　　　）　　・図示

水切り板、ぜん板　・（　　　　　）　　・図示

着色　※標準色　　・特注色（　　　）

種　類 線　径 網　目

・防虫網 ※合成樹脂製

・ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製

・ｽﾃﾝﾚ ｽ（SUS316）製

・防鳥網 ｽﾃﾝ ﾚｽ（SUS304）線材 1.5mm 網目寸法　15㎜

・　

※16～18ﾒｯｼ ｭ※0.25mm以上

・　

材　質

性能値等

　・外部に面する建具の性能等級

　・屋内の建具の性能等級　　　（　　　　　）

（建具符号：　　　　　　　）

（建具符号：　　　　　　　）

（建具符号：　　　　　　　）

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

（Ｓ－４、Ａ－４、Ｗ－４）

（Ｓ－５、Ａ－４、Ｗ－５）

（Ｓ－６、Ａ－４、Ｗ－５）

・網戸等

・樹脂製建具

[5.2.3][5.3.3]

[5.2.2][5.3.2～5][表5.3.1]

　枠の見込み寸法　・（　　　　　）　　・図示

・断熱ドア・断熱サッシ　　断熱性の等級（　　）（建具符号：　　　　　　）

・防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（　　）（建具符号：　　　　　　）

Ｇ

　・防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（・T-1　・T-2）（建具符号：　　　　　　 ）

Ｇ　・断熱ドア・断熱サッシ　　断熱性の等級（・H-4　・H-5　・H-6　・H-7　・H-8）

（建具符号：　　　　 　　）

外部に面する建具の日射取得性の等級　・（　　　）

位置　※改修標準仕様書　表4.4.2による　・図示　・（　　　）

位置　※改修標準仕様書　表4.4.2による　・図示　・（　　　）

見本焼き　　・行う（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　　）　　※行わない

試験張り　　・行う（範囲、仕様等は図示　　　　　　　　　　）　　※行わない

・可とう形改修用 ・可とう形改修塗材E

・可とう形改修塗材RE

・可とう形改修塗材CE

枠の見込み寸法　・（　　　　　）　　・図示

材料

ステンレス製のくつずりの仕上げ　※HL　・No.2B

ステンレス鋼板　※SUS304  SUS430JIL又はSUS443JI

性能値等・鋼製建具 [5.2.2][5.4.2～4][表5.4.2]

材料

ステンレス製のくつずりの仕上げ　※HL　・No.2B

水切り板、ぜん板　※図示　・（　　　　　）　　

表面色　※標準色　　・特注色

ガラス　※複層ガラス　　・（　　　　　）

簡易気密型ドアセット（建具符号：　　　　　　　）

外部に面する建具の耐風圧性　※Ｓ－４　　・Ｓ－５　　・Ｓ－６

防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（　　）（建具符号：　　　　　　）

断熱ドア・断熱サッシ　　断熱性の等級（　　）（建具符号：　　　　　　）Ｇ

ステンレス製のくつずりの仕上げ　※HL　・No.2B

鋼板類の厚さ　※改修標準仕様書（表5.4.2）による　・（　　　）

ステンレス鋼板　※SUS304  SUS430JIL又はSUS443JI

材料

標準型鋼製建具の形式及び寸法　※建具表による　・（　　　）

工事名

香南市中央公民館非構造部材耐震化工事

令和　7年　3月

令和５年７月改正



一級建築士事務所（高知県）登録第51号 一級建築士 登録第78574号

KAMEO ARCHITECTURAL OFFICE

株式会社 かめお設計

亀尾明宏
PHONE 088-822-0597　FAX 088-822-0553高知市一ツ橋町2丁目53番地2　

特記仕様書（建築改修工事編）（４） 05A-

・鎌錠　　　取り替(器具庫）

※1等 

　　　　　高知県土木部建築課

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

ビニル床シート等の除去　　　※仕上げ材のみ（接着剤とも）

   下地補修

   下地補修

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

６
　※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　　・図示

　※壁面より両側 600㎜ 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　　・図示

既存天井の撤去に伴う取合い部の壁面の改修　　　※既存のまま　　・図示

　　　　　　　　　　　　　　・下地モルタルとも（※図示の範囲　　・撤去範囲全て）

合成樹脂塗床材の除去工法　　・機械的除去工法　　・目荒し工法

改修後の床の清掃範囲　　　　・（　　　　　）　　・図示

内　

装　

改　

修　

工　

事

令和４年度版

・改修範囲

特記仕様書（建築改修工事編）（４）

・鋼製軽量建具 [5.2.2][5.5.2～4]性能値等

性能値等 [5.2.2][5.4.2][5.6.2～5]

[6.1.3]

[6.2.2]

既存のコンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモルタル及び

エポキシ樹脂モルタルは、4章外壁改修工事による

・既存床の撤去及び

・既存壁の撤去及び

※使用できない・代用樹種  ・使用箇所(　　　　　　　　　　　　　　）

とする。但し、これにより難いものは監督員の承認を得て使用すること。

本工事に使用する木材は、高知県内産材（高知県内の森林から生産された木材）を使用するもの

日本農林規格JAS以外の材料を使用する場合は、日本農林規格の品質基準に準じたものとなって

いることを証明する資料を監督職員に提出すること。

間伐材等の適用　・使用する（使用箇所　　　　　　　　　　　　　　）

木材の含水率　　※Ａ種　　・Ｂ種　（以降の表に記載のある場合はその数値を優先する）

[6.3.2]

　※改修標準仕様書4.4.9によるモルタル塗り

（塗り厚 25㎜ を超える場合の処置　※図示　・（　　　）

・施工一般 材料のホルムアルデヒド放散量　 [6.5.2]

・木　材 Ｇ

施工箇所

・製　材 Ｇ [6.5.2]・JAS 1083-5 製材-第5部に基づく下地用製材

寸法(mm)

※2級

施工箇所 寸法(mm)

・JAS 1083-2 製材-第2部に基づく造作用製材

見え掛り面

見え掛り面以外

※上小節

※小節以上

間伐材等の適用

間伐材等の適用

保存処理

保存処理

含水率

※A種　・B種

形状

含水率

※A種　・B種

形状

※A種　・B種

等級

等級

施工箇所 寸法(mm) 間伐材等の適用保存処理含水率形状等級

・JAS 1083-6 製材-第6部に基づく広葉樹製材

※10％以下

・A種　・B種

施工箇所 寸法(mm) 間伐材等の適用

・JAS 1083（製材）以外の製材

材面の品質

造作材の場合

※Ａ種

防虫処理 防腐・防蟻処理 含水率

※A種

・B種

施工箇所

施工箇所

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

・造作用集成材 Ｇ [6.5.2]

品名 樹種
（mm）

寸法
見付け材面

見付け材面

の品質
間伐材等の適用

の適用

間伐材等化粧薄板

の樹種 樹種

芯材の 寸法 化粧薄板の

厚さ（mm）
見付け材面

見付け材面

の品質（mm）
品名

施工箇所

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

寸　法

（mm）
樹　種

の適用

間伐材等
見付け材面の品質 含水率

※15％以下

※1等　・2等

※1等　・2等

・軽量シャッター [5.12.2～4]開閉方式の種類　※手動式　　・電動式（手動併用）

耐風圧強度　　（　　　　）pa

安全装置　

電動式シャッターの障害物感知装置　　※建具表による　・（　　）

スラットの材質

・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯） めっきの付着量（※Ｚ06又はＦ06　・　 　）

・JIS G 3322（塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯） めっきの付着量（※ＡＺ90）

スラットの形状　・インターロッキング形　　・オーバーラッピング形

※スチールタイプ

・アルミニウムタイプ

・ファイバーグラスタイプ

※溶融亜鉛めっき鋼板

・ステンレス鋼板

※バランス式

・チェーン式

・電動式

・スタンダード形

・ローヘッド形

・ハイリフト形

・バーチカル形

セクション材料による区分 開閉方式による区分 収納形式による区分 ガイドレールの材料

・ｵｰﾊ ﾞｰ ﾍｯﾄ ﾞﾄ ﾞｱ [5.13.2、3]

風圧力による強さの区分　（・125　・100　・75　・50　)　Pa

・ステンレス製建具

・木製建具 建具材の加工、組立時の含水率　※A種　　・（　　　　　） [5.7.2～4]

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

・ふすま　種別（・Ⅰ型　　・Ⅱ型　）

・フラッシュ戸　表面材の合板の種類（　　　）

・かまち戸　かまち樹種（　　　）　鏡板樹種（　　　）　見込み寸法（　　　）

　　ふすま紙上張り（押入等の裏側以外）（・鳥の子　・新鳥の子又はビニル紙程度）　

　　縁仕上げ（・塗り縁　・生地縁（素地）・生地縁（ウレタンクリアー塗装））

・戸ぶすま

・紙張り障子

枠及びくつずりの材料　・（　　　　　）　　・図示

[5.8.1～3][表5.8.1～5]金物の種類及び見え掛り部の材質等

　※改修標準仕様書表5.8.1により適用は建具表による

樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ　※改修標準仕様書表5.8.3による

金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ　※改修標準仕様書表5.8.2による

木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ　　※改修標準仕様書表5.8.4による

握り玉及びレバーハンドル、押板類、クレセントの取付け位置　※建具表による　・（　　　）

木製建具に使用する戸車及びレール　　　　　※改修標準仕様書表5.8.5による

・建具用金物

簡易気密型ドアセット（建具符号：　　　　　　　）

防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（　　）（建具符号：　　　　　　）

断熱ドア・断熱サッシ　　断熱性の等級（　　）（建具符号：　　　　　　）Ｇ

材料

鋼板　・亜鉛めっき鋼板　・ビニル被覆鋼板　・カラー鋼板　・ステンレス鋼板

ステンレス鋼板　※SUS304  SUS430JIL又はSUS443JI

召合わせ、縦小口包み板等の材質　　※鋼板　　・（　　　）

ステンレス製のくつずりの仕上げ　※HL　・No.2B

鋼板類の厚さ　※改修標準仕様書（表5.5.1）による　・（　　　）

標準型鋼製建具の形式及び寸法　※建具表による　・（　　　）

簡易気密型ドアセット（建具符号：　　　　　　　）

外部に面する建具の耐風圧性　※Ｓ－４　　・Ｓ－５　　・Ｓ－６

防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（　　）（建具符号：　　　　　　）

断熱ドア・断熱サッシ　　断熱性の等級（　　）（建具符号：　　　　　　）Ｇ

材料

ステンレス製のくつずりの仕上げ　※HL　・No.2B

表面仕上げ　※ＨＬ仕上げ　　・鏡面仕上げ　　・（　　　　　）

ステンレス鋼板の曲げ加工　　※普通曲げ　・角出し曲げ

ステンレス鋼板　※SUS304  SUS430JIL又はSUS443JI

※「1(各章共通事項)．室内空気汚染(揮発性有機化合物)対策」による

錠前類、クローザ類の材質等　　　　　　　　※改修標準仕様書表5.8.1による

マスターキー 　　・製作する　　　　・製作しない

鍵箱　　 　　　　※無　　　　　　　　・有

・既存のマスターキーに合わせる

その他の鍵　　　※各室３本１組　　　

[5.8.4]

・自動ﾄﾞｱ開閉装置 [5.9.2、3]

・行う

（適用箇所は

・行わない

　建具表による）

・光線（反射）センサー

・熱線センサー

・音波センサー

・光電センサー

・電波センサー

・押しボタンスイッチ

・タッチスイッチ

車椅子使用者用便房

スイッチ

駆動装置

引き戸用

車椅子使用者用

便房出入口

駆動装置

引き戸用

・適用しない

凍結防止装置検出装置の種類種　類 防　錆
駆動装置

の値

検出装置

の性能値

・適用する

・適用しない

・適用する※改修標準

仕様書

表5.9.1

による

※改修標準

仕様書

による

表5.9.3

※改修標準

仕様書

による

表5.9.2

・自閉式上吊り

引戸装置

性能　※改修標準仕様書表5.10.1による　　・（　　　　　） [5.10.3]

　　　　　　　　　　　・屋内用防火シャッター

管理用・重量シャッター [5.11.2、3]・　　　シャッターシャッターの種類　　　　　　　　　　　　　　　耐風圧強度　（　　　　）pa

　　　　　　　　　　　・外壁用防火シャッター　耐風圧強度　（　　　　）pa

　　　　　　　　　　　・防煙シャッター

開閉機能方式の種類　※電動式（手動併用）　・手動式

安全装置　

電動式シャッターの障害物感知装置　　　　　　　　　　※建具表による　・（　　）

電動式シャッターの急降下制動装置、急降下停止装置　　※建具表による　・（　　）

屋内用防火シャッター、防煙シャッターの危害防止装置　※建具表による　・（　　）

管理用シャッターのシャッターケース　　・設ける　　　・設けない

スラット及びシャッターケース用鋼板

鋼板の種類　　　・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

めっきの付着量　※Ｚ12又はＦ12　　・（　　　　　）

ガイドレール、まぐさ、雨掛りに用いる座板及びカバー、スイッチボックス類のふたの材質

　ステンレス鋼板　※SUS304  SUS430JIL又はSUS443JI

・鍵

・ガラス

安全装置　

電動式の場合の障害物感知装置　　　　※建具表による　・（　　）

※１各章共通事項　室内空気汚染(揮発性有機化合物)対策　による

[3.7] [5.14.2～4] [図5.14.1]

性能による種類　　・ １種　・ ２種

・ 合わせガラス

・ 強化ガラス

・ 熱線吸収板ガラス

　　特性による種類　　・ Ⅰ類　・ Ⅱｰ1類　・ Ⅱ-2類　・ Ⅲ類

　　特性による種類　　・ Ⅰ類　・ Ⅱ類

・ 複層ガラス

　　日射取得性、日射遮へい性による区分　・ G　・ S

　　乾燥気体の種類　　・ 空気　・ アルゴン

　　断熱性による区分　・ T1　 ・ T2　・T3　・T4　・T5　・T6

・ 熱線反射ガラス

耐久性　　・ A 種　・ B 種

日射熱遮へい性　　・ 1種　・ 2種　・ 3種

ステンレス製

鋼製及び鋼製軽量 ※シーリング材

樹脂製

・　

※シーリング材

・　

・シーリング材

・ガスケット

・　

※グレイジングチャンネル形

・ガラスの留め材及び溝の大きさ

アルミニウム製 ※シーリング材

・ガスケット

　　※グレイジングチャンネル形

建具の種類 ガラス溝の大きさ（mm）ガラス留め材

・図示

※建具の製造所の仕様による

　曲面積みの曲率半径は、ガラスブロックの幅寸法の10倍以上とする。

正方形

長方形

　80

　95

　80

　95

・95 ・125

・95 ・125

・125×125

・160×160

・200×200

・320×320

・250×125

・320×160

乳白

　・　　・　

　・　　・　

　・　　・　

　・　　・　

　・　　・　

　・　　・　

※8～15

・15～25

・　

外側

　※15以下

　・　

内側

　・　

・図示

・　

※6m以下ごとに ※無し

・有り

表面

形状
呼び寸法 厚　さ

ｸﾘｱ

色　調

平積み 曲面積み

目地幅(mm)
伸縮調整目地(mm)

防火

性能

幅　　　　10～25

・ｶﾞﾗ ｽﾌ ﾞﾛｯ ｸ積み

　※6以上

[5.14.5]

壁用金属枠及び補強材　※図示　・（　　　）

化粧目地モルタルの色　　（　　　　　　　　）

金属製化粧カバー　　　材　質　　・ステンレス製　・アルミニウム製

　　　　　　　　　　　寸　法　　・図示　・（　　　　　）

　　　　　　　　　　　形　状　　・図示　・（　　　　　）

シーリングの種類　　　　（　　　　　　　　）

・建築窓ガラス用

フィルム

品質　JIS A5759による

記号

内張り用 外張り用
種類 その他の性能値等

※衝撃破壊対応ガラス飛散防止フィルム ※GI-1 ・GI-2

工事名

香南市中央公民館非構造部材耐震化工事

令和　7年　3月

令和５年７月改正



高知市一ツ橋町2丁目53番地2　PHONE 088-822-0597　FAX 088-822-0553

亀尾明宏

かめお設計株式会社

KAMEO ARCHITECTURAL OFFICE

一級建築士事務所（高知県）登録第51号 一級建築士 登録第78574号

06A-特記仕様書（建築改修工事編）（５）

工事名

　　　　　高知県土木部建築課特記仕様書（建築改修工事編）（５） 令和４年度版

施工箇所

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

化粧薄板

の樹種

間伐材等
含水率

※15％以下

見付け材面

樹種

芯材の 寸　法

（mm）

化粧薄板の

厚さ（mm） の品質 の適用

Ｇ

・造作用単板積層材 [6.5.2]

・JAS 0701以外の造作用単板積層材

・JAS 0701に基づく造作用単板積層材

間伐材等

の適用（mm）

寸　法

含水率

※14％以下

・する

・しない

表面の品質

・天然木加工・塗装加工

・加工しない（・1等・2等・3等）

・する

・しない

表面の品質

・天然木加工

・加工しない（・1等・2等・3等）

・塗装加工

防虫処理

防虫処理

施工箇所

施工箇所

品 名

（mm）

寸　法

Ｇ

・CLT(直交集成板) [6.5.2]・JAS 3079に基づく直交集成板

寸　法

（mm）

間伐材等

の適用
品　名

曲げ強度

(強度等級)

接着性能

(使用環境)
種　別 樹　種施工箇所

Ｇ・合板等 ・「合板の日本農林規格」による普通合板 [6.5.2]

間伐材等

の適用

・する

・しない

広葉樹　・1等 ※2等以上

針葉樹　※Ｃ-Ｄ以上 ・　

防虫処理板面の品質
単板の

樹種名

※5.5

・　

※1類

・2類

接着の

程度(mm)
施工箇所

・「合板の日本農林規格」による構造用合板

・1級

※2級以上

単板の

樹種名

・する

・しない・　

※Ｃ-Ｄ以上

強度等級
間伐材等

の適用

・特類

※1類

接着の

程度

※12

施工箇所 厚さ

(mm)

厚さ

等級 板面の品質 防虫処理

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板

間伐材等

の適用

防虫処理単板の樹種名厚さ(mm) 接着の程度施工箇所

・しない

・する・特類　・1類

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板

防虫処理

・する

・しない

接着の程度厚さ(mm)

・2類

・1類

化粧板に使用する単板の樹種名施工箇所

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板

厚さ(mm) 防虫処理

・する

・しない

接着の程度

・1類

・2類

単板の樹種名化粧加工の方法施工箇所

施工箇所 厚さ(mm)

・パーティクルボード

表裏面の状態による区分

※15

曲げ強さによる区分

※13タイプ ※Ｐ又はＭ

耐水性 難燃性

・JAS 0360に基づく構造用パネル

施工箇所 厚さ(mm) 品 名

Ｇ

・ミディアムデンシティーファイバーボード(MDF)Ｇ

(mm)

厚さ 表裏面の状態

による区分

曲げ強さ

による区分

間伐材等

の適用
施工箇所 接着剤 難燃性

造作材の化粧面の釘打ち

※隠し釘打ち　・釘頭埋木　・つぶし頭釘打ち　・釘頭現し

諸金物

※かすがい、座金、箱金物、短冊金物

（形状：　　　　寸法：　　　　材質：　　　　）

・接合具等 [6.5.3]

（改修標準仕様書表6.5.3～5に示す程度の市販品　表8.20.1のF種程度）

・接着剤 ホルムアルデヒドの放散量

※１各章共通事項　室内空気汚染（揮発性有機化合物）対策　による。

[6.5.3、4][6.8.2][6.9.2][6.11.4、5]

[6.5.5]

適用部位 保存処理性能区分

・Ｋ２　・Ｋ３　※Ｋ４　

・防腐、防蟻処理

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

・防腐、防蟻処理を省略できる樹種による製材　適用部位（　　　）

・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理　適用部位（　　　　　　　　　　）

・合板等の加圧注入処理の適用　　　　　　　　適用部位（　　　　　　　　　　）

・間仕切軸組に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

・床組に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

※杉又は松　　・　　

※杉又は松　　・　　

・窓、出入口その他に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

※吊元枠、水掛りの下枠及び敷居　ひのき　その他　松又は杉

・　　

・縁甲板及び上がりかまちに用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

※ひのき　　・　　

・壁胴縁、野縁受桟、野縁及び吊木に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

※杉又は松　　・　　

・ 窓、出入口その他

・ 床板張り

・ 壁及び天井下地

・ 内部間仕切軸組

及び床組

[6.5.6]

[6.5.7]

[6.5.8]

[6.5.9]

野縁等の種類　　　屋　外　　・19形　　※25形　

　　　　　　　　　屋　内　　※19形　　・25形

・軽量鉄骨天井下地 [6.6.2～4]

・屋外の軒天井、ピロティ天井等

工法

　１章　適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　・図示　　　・（　　　　　）

周辺部の端からの間隔　　　　　　　　　　・図示　　　・（　　　　　）

野縁の間隔　　　　　　　　　　　　　　　・図示　　　・（　　　　　）

既存の埋込みインサート　　・使用する　・使用しない

あと施工アンカーの引抜き試験　　・行う　試験箇所数

※屋内の場合、当該階において3箇所

・（　　　）箇所

確認強度

※吊りボルトの間隔が900mm以下、かつ天井面構成部材

等の単位面積当たりの質量が20kg/㎡以内の天井の場合

400N程度

・（　　　）N

・行わない

・吊りボルトの間隔が900mmを超える場合　　補強方法　　※図示　　・（　　　　　）

・天井のふところが1.5m以上3m以下の場合補強方法　　※標準仕様書14.4.4（ｈ）による・図示

・天井のふところが3mを超える場合　　 補強方法　　※図示　　・（　　　　　）

補強箇所　　※図示　　・（　　　　　）

補強方法　　※図示　　・（　　　　　　　　　）

・天井下地材における耐震性を考慮した補強　

・軽量鉄骨壁下地 スタッド、ランナの種類

スタッドの高さが 5ｍ を超える場合　　　※図示　　・（　　　　　）

[6.7.3、4]

※改修標準仕様書表6.7.1 によるスタッドの高さによる区分に応じた種類　・（　　　）

出入口及びこれに準ずる開口部の補強　※改修標準仕様書表6.7.4(5)による　・（　　　）

・帯電防止

・耐動荷重

・無地

・マーブル柄

色　柄 特殊機能 厚さ(mm)

※2.0

・柄物

・耐薬品性

・防滑性

※FS

施工箇所種類の記号

帯電防止　　　帯電防止性能評価値（JIS A 1455） 1.2 以上～ 3.2 未満 

　　　　　　　　又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1x10 ～1x10 Ω程度
7 10

・ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰ ﾄ Ｇ [6.8.2、3]

工法　※熱溶接工法　・目地処理工法　・（　　　　　）

・無地

・無地

・柄物

・帯電防止

・帯電防止

・無地

・無地 ・帯電防止

・帯電防止

施工箇所 特殊機能 厚さ(mm)

※2.0

※2.0

・ＦＴ

・ＫＴ

・ＦＯＡ

・　

・柄物

・柄物

・柄物

・防滑性

・防滑性

・防滑性

・防滑性

種類の記号

・300×300

・300×300

・450×450

・450×450

・500×500

寸法 (㎜)色　柄

・　

・500×500 ・　

・　

[6.8.2]・ビニル床タイル Ｇ

  材質の種類　※軟質　・硬質

  厚さ (㎜)　 ※1.5以上　・（　　　　　）

・ビニル幅木

  高さ (㎜)　 ※60　　・75　　・100

[6.8.2]

・ゴム床タイル 種類　・単層品　・積層品

色柄（　　　）　・フラット　　・凹凸　

厚さ (㎜)　 ・3.0　・ 4.5　・ 6.0　・ 9.0

寸法 (㎜)　（　　　）

[6.8.2]

帯電防止　　　帯電防止性能評価値（JIS A 1455） 1.2 以上～ 3.2 未満 

　　　　　　　　又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1x10 ～1x10 Ω程度
7 10

　ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量　

・樹脂モルタル工法　（※平滑　・防滑）

・厚膜流しのべ工法

・薄膜流しのべ工法

※平滑仕上げ・薄膜型塗床材

・厚膜型塗床材

・厚膜型塗床材

（※平滑　・防滑）

エポキシ樹脂塗床

弾性ｳﾚﾀ ﾝ樹脂系塗床

施工箇所種　別

※平滑仕上げ　・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ

（※平滑　・防滑）

・合成樹脂塗床 [6.10.2～3]

工法・仕上げの種類

・15

・12

厚さ(mm)

フローリング

・天然木化粧複合

種　別樹　種

※C種

・B種

・A種

・　

※なら

種　類

複合フローリング Ｇ

長さ　（　　）

幅　　（　　）

・18

・12

※15

※303×303

・　

※15

・　・　

※なら・フローリングブロック

単層フローリング Ｇ

・　

※なら・フローリングボード

厚さ(mm)樹　種 大きさ(mm)種　類

・フローリング張り

１等

１等

[6.11.2～6]

・接着工法

・無塗装品

※塗装品

・接着工法

（直張り）

・釘留め工法

（根太張り）

・釘留め工法

仕上塗装工　法

・無塗装品

※塗装品

・　

・　

の適用

間伐材等

・接着工法

（直張り）

・釘留め工法

（根太張り）

仕上塗装

・無塗装品

※塗装品

工　法

・釘留め工法

間伐材等

の適用

・　

　ホルムアルデヒド放散量　　

接着工法の場合の不陸緩和材　※合成樹脂発泡シート　・（　　　）

種　別　　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種（畳床：　　　　　　）

下地の種類　　・改修標準仕様書 表6.5.8による床組

・畳敷き [6.12.2]

　　　　　　　・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン　Ｇ　）

畳床の防虫処理は防虫加工紙を使用してもよい。

畳表　高知県土佐畳表検査協会の合格品使用（3種表の2等以上）　※適用する　　・適用しない

　ホルムアルデヒド放散量　　

畳表及び畳床はVOC含有量が少ないものとする。

・ｶｰﾍﾟ ｯ ﾄ敷き Ｇ ・織じゅうたん

下敷き材　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8㎜　　・（　　　　　）

[6.9.2、3][表6.9.1]

パイル形状

・カットパイル

・ループパイル

・カット、ループ併用

織り方

・ｳｨﾙ ﾄﾝ ｶ ｰﾍ ﾟ ｯ ﾄ

・ﾀﾞ ﾌ ﾞﾙ ﾌ ｪｰ ｽ ｶ ｰﾍ ﾟ ｯﾄ

・ｱｷ ｽ ﾐﾝ ｽ ﾀｰ ｶ ｰ ﾍﾟ ｯ ﾄ

色柄等

・無地

・柄物

(標準品)

・A種

・B種

・C種

パイル系の種類 特殊機能 備考

接合方法　※ヒートボンド工法　　・つづり縫い

・タフテッドカーペット

パイル形状 パイル長さ(mm) 工　法 備　考

・カットパイル ※5～7　・　　

・ループパイル ※4～6　・　　 ・グリッパー工法

・カット、ループ併用

・全面接着工法

下敷き材（グリッパー工法の場合）

※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8㎜　　・（　　　　　）

・タイルカーペット

・カットパイル

※ループパイル

・ｶｯﾄ、ﾙｰﾌ ﾟ併用

※第一種

・第二種

※ 6.5※500×500

種別  施工箇所 寸法 (㎜) 総厚さ(㎜) 備　考パイルの形状

※帯電防止

※帯電防止

・　

・　

特殊機能

平　場　　※市松敷き　・模様流し　 タイルカーペットの敷き方

階段部分　※模様流し　・市松敷き　

見切り、押え金物　　・適用する　（材質、種類、形状等　※図示　・　　　　　　　）

※１各章共通事項　室内空気汚染(揮発性有機化合物)対策　による

※１各章共通事項　室内空気汚染(揮発性有機化合物)対策　による

※１各章共通事項　室内空気汚染(揮発性有機化合物)対策　による

工事名

香南市中央公民館非構造部材耐震化工事

令和　7年　3月

令和５年７月改正

玄関ホ－ル

SZⅠ・SZⅡ同等工法

屋外階段・ﾊﾞﾙｺﾆｰ

・2.5

※タキストロン・タキステップ同等品
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07特記仕様書（建築改修工事編）（６） A-

防火材料　　　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。塗　

装　

改　

修　

工　

事

7

　※塗替え面積の30％　　・図示

・材　料

・下地調整

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 [7.1.3]

　　　　　　　・次の箇所を除き防火材料とする（箇所　　　　　　　　　　　　　）

[7.2.1～7]塗替えRB種の場合の既存塗膜の除去範囲

既存錆止め塗料の鉛含有量調査　・行う（　　箇所）　・行わない

下地調整

下地調整の種別
下地面の種類 ひび割れ部の補修

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

モルタル面、プラスター面 ・行う

・行う

・行う

※RB種　・　

※RB種　・　

※RB種　・　

※RB種　・　亜鉛めっき鋼面（鋼製建具等）

※RB種　・　

※RB種　・　ｺﾝｸﾘ ｰ ﾄ面(DP以外)、ALCﾊﾟﾈ ﾙ面

塗替え

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面 ※RB種

ｺﾝｸﾘ ｰ ﾄ面(DP)

押出成形ｾﾒﾝ ﾄ板面

・RB種　・RC種　

・RA種　・RB種　・RC種　 ・行う

・錆止め塗料塗り [7.4.2、3]錆止め塗料塗りの種別

による。

素地面

(工程の種別は表7.4.3)

SOP

(工程の種別は表7.4.3)

EP-G

塗替え

新規見え掛り

新規見え隠れ

塗替え

新規見え掛り

新規見え隠れ

A種

A種

A種

※B種　　・A種

※B種　　・A種

※B種　　・A種

新規

塗替え

新
規

新
規

塗替え

塗替え

塗替え

新規

7.4.2(1)(ｲ)(a)

7.4.2(1)(ｲ)(b)
による。DP

塗装の種類 塗料の種別 工程の種別

※C種　　・　　　

※C種　　・　　　

※C種　　・　　　

※C種　　・　　　

※A種　　・　　　

※A種　　・　　　

※A種　　・　　　

※A種　　・　　　

※B種　　・　　　

※B種　　・　　　

※B種　　・　　　

※B種　　・　　　

－

－

・B種（下地調整RB種）

・A種

※A種　　・B種

※A種　　・B種

※B種

C種　　・　　

C種　　・　　

C種　　・　　

B種　　・　　

B種　　・　　

鋼製建具等

鋼製建具等

その他

その他

(工程の種別は表7.4.4)

SOP

EP-G

DP

(工程の種別は表7.4.5)

(工程の種別は表7.4.5)

(工程の種別は表7.4.6)

鉄鋼面

亜鉛

鋼面

めっき

・C種（下地調整RC種）

木部(内部)

木部(外部)

新　規塗替え
塗装面塗装の種類

工　程

塗料の種類　※1種　・2種

※Ｂ種　・　

※Ａ種　・　

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面(鋼製建具以外)

亜鉛めっき鋼面(鋼製建具)

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ａ種　・　

・Ａ種　※Ｂ種木部 ・Ａ種　※Ｂ種・クリアラッカー塗り　　　　　(CL)

・合成樹脂調合ペイント塗り　　(SOP)

・塗装 [7.5.2～7.12.2]

・Ａ種　※Ｂ種

屋内のｺﾝｸ ﾘ ｰﾄ面、ﾓﾙﾀ ﾙ面・ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD) ※Ｂ種　・　 ※Ｂ種　・　

・耐候性塗料塗り              (DP)

　・1級　・2級　・3級

　・1級　・2級　・3級

鉄鋼面　上塗り

亜鉛めっき鋼面　上塗り

・A-1種

・B-1種

・C-1種

コンクリート面及び

押出成形セメント板面

－

－

・つや有り合成樹脂

　エマルションペイント塗り　(EP-G)

・Ａ種　・Ｂ種※Ｂ種　・　コンクリート面等

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ａ種　・　

・Ａ種　・Ｂ種

※Ｂ種　・　 ・Ａ種　・Ｂ種

屋内の木部

屋内の鉄鋼面

屋内の亜鉛めっき面

・Ａ種　※Ｂ種

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)

・Ａ種　※Ｂ種・Ａ種　※Ｂ種・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)

・Ａ種　※Ｂ種・Ａ種　※Ｂ種

・ピグメントステイン塗り

・オイルステイン塗り（OS）
・ステイン塗り

・木材保護塗料塗り(WP)

つや有り合成樹脂エマルションペイント塗り（コンクリート面、モルタル面、プラスター面、

※改修標準仕様書7.9.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする　・（　　　）

せっこうボード面、その他ボード面）の塗替えの場合のしみ止め

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め

※改修標準仕様書7.10.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする　・（　　　）

高日射反射率塗料塗り Ｇ

下地調整（改修標準仕様書7.2.2）　・RA種　※RB種　・RC種

工程
塗料その他

規格番号 種類

塗付け量

（kg/㎡）

塗料塗り 塗料製造所の仕様による

等級

・１種

・２種

・３種

JIS K5675

屋根用高日射

反射率塗料 ２種

規格名称

クリアラッカー塗りA種の工程2　・適用する（着色材：・溶剤系　・油性染料）　・適用しない

ウレタン樹脂ワニス塗りの工程1の適用　・適用する　・適用しない

オイルステイン塗りの工程等　・（　　　）

※１各章共通事項　室内空気汚染(揮発性有機化合物)対策　による

　　　　　高知県土木部建築課特記仕様書（建築改修工事編）（６）

・硬質木毛セメント板 Ｇ ＨＷ

   その他ボード及

   び合板張り

種　　類 厚さ (㎜)、規格等

Ｇ・中質木毛セメント板 ＭＷ

・15　・20　・25　・　

・15　・20　・25　・　

・普通木毛セメント板

・硬質木片セメント板

・普通木片セメント板

・けい酸カルシウム板

・ロックウール化粧吸音板

・ロックウール吸音ボード1号

・せっこうボード

・不燃積層せっこうボード

・強化せっこうボード

・シージングせっこうボード

Ｇ

Ｇ

Ｇ ・ 3 0 　

タイプ２（無石綿） ・6　・8

※12.5（不燃）　・15（不燃）　・9.5

9.5（不燃） 

・12.5（不燃）　・15（不燃）

ＮＷ

ＨＦ

ＮＦ

0.8 ＦＫ

1.0 ＦＫ

ＤＲ

ＲＷ－Ｂ

ＧＷ－Ｂ

ＧＢ－Ｒ

ＧＢ－ＮＣ

ＧＢ－Ｓ

ＧＢ－Ｆ

・せっこうラスボード 9.5ＧＢ－Ｌ

・化粧せっこうボード（木目） 12.5（不燃）　幅 440㎜ 程度ＧＢ－Ｄ

　模様（※柾目　・板目） 専用下地材有り

※ﾌﾗｯ ﾄﾀ ｲ ﾌﾟ（※ 9（不燃） ・12　  　　・　）

12.5（　不燃　　　　　）

（不燃）

（不燃）

・準不燃

・15　・20　・25　・　

・12　・15　・18　・21　・　

・ｸﾞﾗｽ ｳ ｰﾙ吸音ﾎﾞｰ ﾄ ﾞ32Ｋ

※25　・　

※25（ガラスクロス包）　・　

・化粧無（下地張り用） 

・化粧有（トラバーチン模様）

（Ｗ）

・天然木化粧合板

・特殊加工化粧合板 Ｇ

Ｇ

・オーバーレイ　・プリント　・塗装

・メラミン樹脂化粧板

・ポリエステル樹脂化粧板

JIS K 6903 による　厚さ1.2

施工箇所

9.5（準不燃）ＧＢ－Ｄ(Ｔ)

・普通合板 Ｇ

・不透明塗料塗り（しな合板程度）

・生地、透明塗料塗り（ラワン合板程度）

・ﾐﾃﾞ ｨ ｱﾑ ﾃ ﾞﾝ ｼ ﾃｨ ﾌ ｧ ｲﾊ ﾞ ｰﾎ ﾞ ｰﾄ ﾞ

・単板張りﾊﾟｰﾃ ｨ ｸ ﾙﾎ ﾞ ｰﾄ Ｇ゙

Ｇ

・化粧パーティクルボード Ｇ ・単板ｵｰﾊ ﾞ ｰﾚ ｲ　・ﾌﾟ ﾗ ｽﾁ ｯ ｸｵ ｰ ﾊ ﾞｰ ﾚ ｲ　・塗装

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・ハードボード（素地） ＨＢ

・研磨板（・スタンダード・テンパード）

・ハードボード（化粧） ・内装用　・外装用

・2.5　・3.5　・5　・7　

・ｲﾝｼ ｭ ﾚｰ ｼ ｮﾝ ﾎ ﾞｰ ﾄ ﾞ

Ｇ－ＭＤＦ ・3　・7　・9　・12　　・無研磨　・研磨

・無研磨板　・研磨板

・10（難燃）　・12（難燃）　・　

・10　・12　・15　・18　・　

・無研磨板（・スタンダード・テンパード）

Ａ－ＩＢ

Ｔ－ＩＢ

・火山性ｶﾞﾗ ｽ質複層板 化粧加工K2密度ＡＩ ・6　・9　・12

・9　・12　・15　・18

・化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ(ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様)

Ａ級

令和４年度版

・せっこうボード、

・モルタル塗り

[6.13.2、3]

JIS記号

遮音シール材 ・適用する（・シーリング材　・ジョイントコンパウンド）

合板類、繊維板及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

合板類の張付け　　・Ａ種　※Ｂ種

せっこうボードの目地工法　・仕上表による　　・（　　　）

せっこうボード等の下地　　※図示

ホルムアルデヒド放散量　　・壁紙張り [6.14.2、3]

壁紙の種類

※不燃・準不燃

※不燃・準不燃

性能防火 備　考

　・　

　・　

無機質紙 繊維

　・　

　・　

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

　・　

　・　 　・　

　・　

その他

　・　

　・　

モルタル・プラスター面の下地調整　※B種　　・A種

コンクリート面の下地調整　　　　　※B種　　・A種

せっこうボード面の下地調整　　　　※B種　　・A種

[6.15.3、5、6]モルタル　　・現場調合材料　　・既調合材料

床の目地　　・設ける　（工法　※押し目地　　・　　　　　）

目地割り　※2㎡程度（最大目地間隔3m程度）　　・（　　　　　）

既製目地材　・使用する（施工箇所：　　　　　　　　　　　形状：　※図示　）

壁面の仕上げ厚又は全塗り厚が25mmを超える場合の下地処理　※図示

・タイル張り [6.16.2～4]伸縮調整目地の位置　　・（　　　　　）　　・図示

見本焼き　　・行う　　・行わない

試験張り　　・行う　　・行わない

形状寸法再生材の吸水率による区分 うわぐすり 役物 耐凍害性色
備考

施ゆう（mm） 適用 Ｇ Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 有無ゆう 無 標準 特注 あり なし

 ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・ 

 ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・ 

 ・ 

 ・ 

耐滑

り性
施工箇所

・セメントモルタルによるタイル張り

　タイルの形状、寸法等

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

壁タイル張りの工法 内装タイル　　・密着張り　・改良圧着張り

内装タイル以外のユニットタイル　・マスク張り　・モザイクタイル張り

再生材の形状寸法 吸水率による区分 うわぐすり 役物 耐凍害性色
備　考

施ゆう（mm） 適用 Ｇ Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 有無ゆう 無 標準 特注 あり なし

 ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・ 

 ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・ 

 ・ 

 ・ 

耐滑

り性
施工箇所

　タイルの形状、寸法等

・有機系接着剤によるタイル張り

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

内装壁タイル接着剤張りに使用する有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量　　

種類の記号 呼び径（mm） 備考

・SD345

形状等

種類 種類の記号 使用部位

・溶接金網

・鉄筋格子

継手方法等

部　位

柱・梁の主筋

耐力壁の鉄筋

その他の鉄筋(　　　　)

　・構造関係共通図（配筋標準図）3.1(a)　による

　・フックのありなしにかかわらず、40d(軽量コンクリートの場合は50d)と、

　　構造関係共通図（配筋標準図）3.1(a)　表3.1の重ね継手長さのうち大きい値とする

鉄
筋
工
事

鉄筋の種類等 [８.２.１][表８.２.１]

網目の形状、寸法、鉄線の径（mm）

[８.２.２]

[８.３.４][８.４.２、３]

※ガス圧接　・機械式継手　・溶接継手

※重ね継手

※重ね継手

継手方法 呼び径（mm）

[８.３.４]

　・図示

主筋及び耐力壁の重ね継手の長さ

　・構造関係共通図（配筋標準図）5.1、6.1、7.1、7.3、8.1による

　・図示

継手位置図

[８.３.４]　・構造関係共通図（配筋標準図）3.1(b)による

　・図示

最小かぶり厚さ(目地底から算出を行う)

　・構造関係共通図（配筋標準図）表4.1による   及び間隔

　(溶接金網含む)

[８.３.５]

　・図示

柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無

　・無し

　・有り　適用箇所(　　　　　　　　　)

　　　最小かぶり厚さ　

・鉄筋径の1.5倍以上

軽量コンクリートで土に接する部分

　・無し

　・有り　適用箇所(　　　　　　　　　)

・構造関係共通図（配筋標準図）表4.1に加える厚さ　　( 　　)㎜

耐久性上不利な部分(塩害等を受けるおそれのある部分等)　

　・無し

　・有り　適用箇所(　　　　　　　　　)

・構造関係共通図（配筋標準図）表4.1に加える厚さ　　( 　　)㎜

鉄筋相互のあき(特殊な鉄筋を除く)

　・構造関係共通図（配筋標準図）4.1による

・（　　　　　）

・（　　　　　）

・（　　　　　）

[８.３.５][図８.３.５]

・鉄筋

・溶接金網

・鉄筋の継手

・鉄筋の定着長さ

・鉄筋のかぶり厚さ

8-1

　・図示

・SD295 ※D16以下

※D19以上

※D19以上

※「1(各章共通事項)．室内空気汚染(揮発性有機化合物)対策」による

※１各章共通事項　室内空気汚染(揮発性有機化合物)対策　による

※１各章共通事項　室内空気汚染(揮発性有機化合物)対策　による

塗　厚　（　　）mm・ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ材塗り [6.17.2、3]

工事名

香南市中央公民館非構造部材耐震化工事

令和　7年　3月

令和５年７月改正

(18.2.2～7)・素地ごしらえ

継目処理工法以外

下地面等

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

※Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種

せっこうボード面及びその他ボード面

コンクリート面(DP)及びALCパネル面

コンクリート面(DP以外)及びALCパネル面

種　別

継目処理工法の場合

透明塗料塗りの場合

不透明塗料塗りの場合

モルタル面及びプラスター面

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

木部
・Ａ種　※Ｂ種

※Ａ種　・Ｂ種
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杭頭の処理　　

杭の精度

　　・水平方向の位置ずれ　　

　　・杭の傾斜　　

記録する施工状況等

　　・処理しない

　　・処理する

　　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　

　　　　杭頭の中詰め材料　　

材　料

捨コンクリートの厚さ　　

設計基準強度　　

スランプ　　

　

　　　　・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・（　　　　　）　　

　　　　・（　　　　　）　　・図示

　　　　・杭径の1/4かつ100㎜以下　　・（　　　　　）

　　　　・1/100以内　　・（　　　　　）

・ （　　　　　）　　・図示　

　砂利　※再生クラッシャラン　Ｇ　　・切込砂利又は切込砕石

砂　　・シルト　　・山砂、川砂又は砕砂

[８.２.１５]

厚　さ　・60㎜ 　・（　　）mm [８.２８.４]

[８.１１.１][８.２８.４]

　・50㎜　・（　　）mm

２
18N/㎜　・（　　）N/㎜

２

　・15㎝　・18㎝　・（　　）cm

   処理工事

令和４年度版

・砂利及び砂地業

・捨コンクリート

・石綿含有建材の  [9.1.1、3～6]

Ｇ改修工事

・透水性ｱｽﾌ ｧﾙ ﾄ舗装 [9.5.2～5、9]

既存舗装の撤去及び再利用　　※図示　・（　　　　　）　　

既適用範囲　　　　　　　　　※歩道　・（　　　　　）　　

路床

路床の材料　

厚さ(mm)材料種別

・ 凍上抑制層 ・ 図示

・ 盛土 ・ Ａ種　 ・ Ｂ種　 ・ Ｃ種   ・ Ｄ種　　　　　

Ｇ

Ｇ

・ 建設汚泥から再生した処理土

・ 図示

※ 再生クラッシャラン　　　・クラッシャラン 

・ 切込み砂利 

・ 砂

・ フィルター層 ・ 砂 ・ 図示

凍上抑制層に用いる材料に砂を用いる場合の粒度試験

・行う　　・行わない

　・路床安定処理

安定処理の方法　・ 置き換え工法　・ 安定処理工法

路床安定化処理用添加材料

　　種類　　・ 普通ポルトランドセメント　　・高炉セメントB種　　　Ｇ

　　・ フライアッシュセメントB種　 ・ 生石灰（ ・ 特号　　・ 1号）　

　・ 消石灰（ ・ 特号　　・ 1号）
3　　添加量（　　　）㎏／m　　（目標CBR　 ・ 3以上　 ・     )

  　目標CBRを満足する添加量の確認方法

　　　・安定処理土のCBR試験　 ・　

 ・ ジオテキスタイル

　　 単位面積質量　　・ 60g/㎡以上　　 ・ 　　　　

　   厚さ(mm)　  　　・ 0.5～1.0　　　 ・ 　　　　

　   引張強さ　　　　・ 98N/5cm（10kgf/5cm）以上　　 ・ 　　　

　透水係数　　　　・ 1.5×10 cm/sec以上　　　　   ・ 
-1

　試験 　　

　路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　　　・ 行う　 ・ 行わない 　　

　現場ＣＢＲ試験　　　　　　　　　　　・ 行う　 ・ 行わない 　　

　路床締固め度の試験　　　　　　　　　・ 行う　 ・ 行わない 

　路盤 

　路盤の厚さ　　・ 図示　 ・ 

　路盤材料

・ 砕石　（ ・ クラッシャラン　 ・ 粒度調整砕石 ）

Ｇ・ 再生材　（ ・ クラッシャラン  　 ・ 粒度調整砕石   ）Ｇ

・ 粒度調整鉄鋼スラグ Ｇ

・ 水硬性粒度調整鉄鋼スラグＧ

 舗装の構成　　・図示　　　・　

開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　　・ 行う　　 ・ 行わない 

舗装の平たん性　　※ 著しい不陸がないもの　　 ・ 

そ
の
他
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・ 支柱調整式

・ 置敷式

構　法施工箇所

・ フリーアクセス

　　フロア

(20.2.2)

・ 5000

・ 3000・ 500×500

(N)(mm)(mm)
耐震性能

所定荷重高さ寸法
備考

・ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ・ 0.6Ｇ

・ 帯電防止床ﾀｲﾙ・ 1.0Ｇ

表面仕上材

・ 支柱調整式

・ 置敷式

・ 5000

・ 3000・ 500×500

・ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ・ 0.6Ｇ

・ 帯電防止床ﾀｲﾙ・ 1.0Ｇ

・ 支柱調整式

・ 置敷式

・ 5000

・ 3000・ 500×500

・ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ・ 0.6Ｇ

・ 帯電防止床ﾀｲﾙ・ 1.0Ｇ

帯電防止性能

・評価値（U）≧0.6以上　　・評価値（U）≧1.2以上

感電防止性能

漏えい抵抗（R）≧1×10 Ω
8

寸法精度 

※ 標準仕様書20.2.2(2)(ｵ)による　 ・ 

耐荷重性能、耐衝撃性能、ローリングロード性能、耐燃焼性能

※ 標準仕様書20.2.2(2)(ｲ)による　 ・ 

表面仕上材の品質、性能は、標準仕様書19章による。 

※スロープ及びボーダー　・ 製造所の仕様による　 ・ 図示 

配線用取り出しパネル 　

  フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　※ 100パーセント ・ 　 　

※  配線取り出し開口　・ パネル1枚につき、40mm×80mm　程度の開口1箇所以上 

                    ・ 図示 

※空調用吹き出し（吸い込み）パネル　・ なし　 ・ あり（形式、施工箇所：図示） 

　　　除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止　※湿潤化　　・固形化

処理作業室内測定3　・　

調査対象室外部の付近測定2　・　

処理作業室内処理作業前測定1　・　

（各施工箇所ごと）名称
測定場所測定時期適用

測定 測定箇所

・計　　箇所

出口吹出し風速1m/sec以下の位置

測定4

処理作業中

セキュリティゾーン入口　・　

測定5 集じん・排気装置の排出

吹出し口(処理作業室外)

調査対象室外部の付近撤去後1週間以降　・　

処理作業室内処理作業後シート　・　

処理作業室内　・　

　・　

　・　 測定6 処理作業室外(敷地境界)

（施工区画周辺）

測定7

測定8

測定9

処理作業後(ｼｰﾄ養生中)

・計　　箇所

・計　　箇所

・計　　箇所

・計　　箇所

・計　　箇所

・計　　箇所

・計　　箇所

・計　　箇所

・計　　箇所

・自動測定器による測定

・測定4

・測定5

測定名称 測定方法

繊維状粒子自動測定器（ﾘｱﾙ ﾀｲﾑ ﾌｧ ｲﾊﾞ ｰﾓ ﾆﾀｰ）等の

粉じんを迅速に測定できる機器を用いた測定

粉じん相対濃度計（ﾃﾞｼ ﾞﾀﾙ粉じん計）、ﾊﾟｰ ﾃｨ ｸﾙｶ ｳﾝ ﾀｰ

・石綿粉じん濃度測定

測定時期、場所及び測定点

メンブレンフィルタ直径(mm) 25 47

試料の吸引流量(l/min)

試料の吸引時間(min)

・JIS K 3850-1に基づいた測定

測定4,5

5

30

測定( ) 測定( )

47

10

120

10　

240　

石綿含有建材の処理

　　　除去した石綿含有吹付け材等の処分

・埋立処分(管理型最終処分場)　　・中間処理(溶融施設又は無害化処理施設)

　・石綿含有吹付け材の除去

　　　除去対象範囲　　・図示　・（　　　　　）

　　　除去工法　　※改修標準仕様書9.1.3(2)(ｱ)による

　・石綿含有保温材等の除去

・埋立処分(管理型最終処分場)　　・中間処理(溶融施設又は無害化処理施設)

　　　除去工法　　・破砕して除去　　・原型のまま手ばらし

　　　除去した石綿含有保温材等の飛散防止　※湿潤化　　・固形化

　　　除去した石綿含有保温材等の処分

　　　除去対象範囲　　・図示　・（　　　　　）

　　　除去対象範囲　　・（　　　　　　　）　　・図示

　・石綿含有成形板（石綿含有けい酸カルシウム板第１種以外）の除去

除去した石綿含有成形板の処分

・石綿含有せっこうボード　※埋立処分(管理型最終処分場)

・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

・埋立処分(管理型最終処分場)　　・中間処理(溶融施設又は無害化処理施設)

作業場所周辺の養生　・行う

・ 石綿含有成型板（石綿含有けい酸カルシウム板第１種）の除去

除去対象範囲　・ 図示　　 ・ 

養生方法　　  ・ 

除去した石綿含有けい酸カルシウム板第１種の処分 　

・ 埋立処分（安定型最終処分場）　

・ 中間処理（溶融施設又は無害化処理施設） 　　

・ 石綿含有仕上塗材又は石綿含有成形板（下地調整材）の除去

除去対象範囲　・ 図示　　 ・ 

除去工法　　  ・ 

養生方法　　  ・ 

除去した石綿含有仕上塗材の処分 　

・ 埋立処分（安定型最終処分場）　

・ 埋立処分（管理型最終処分場）

・ 中間処理（溶融施設又は無害化処理施設） 　　

石綿含有建材除去後の仕上げ工事　・図示　・　

・外断熱改修工事 Ｇ 断熱材の種類　(　　　　) [9.2.1～4]

断熱材の厚さ(㎜)　　(　　　　)

施工箇所　　　・ 図示　　　 ・ 

ホルムアルデヒド放散量

外装材 

防火性能 備考種類

改修特記仕様書第8章　8－3　鉄骨工事　・鋼材による鋼材 
改修特記仕様書第3章　・アルミニウム製笠木による笠木 

既存外壁の処置 

既存外壁仕上材の撤去　　・ あり　　　　 ・ なし 

下地面の清掃　　・ 行う　　　 ・ 行わない 

欠損部の改修工法　　　・ 改修特記仕様書第4章外壁改修工事による　　　・ 

工法 　

通気層の有無　　・ あり（　　　mm）　 ・ なし 

断熱材の施工　　　※ 断熱材製造所の仕様による　　 ・　 

外装材の施工　　　・ 外装材製造所の仕様による　　 ・ 

1章　適用区分による風圧力（ ・ 1　・ 1.15 ・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法　

不陸等の下地調整（　　　　）

外装材の外壁への取付け　・図示　・　

工事

・断熱・防露改修

Ｇ

施工箇所厚さ(mm)種　類

・　

・断熱材打込み工法　　・断熱材後張り工法

　　　　　　　　　　りとしなければならない箇所

　　施工箇所　　　※窓回り等の断熱材補修部分、ルーフドレイン回りの床版下等、部分的に後張

・断熱材現場発泡工法

　　厚さ (㎜)　　・25　　・30　　・（　　）

・図示

・ﾋﾟｰｽ ﾞ法ﾎﾟ ﾘｽﾁ ﾚﾝ ﾌｫｰ ﾑ断熱材

・硬質ｳﾚﾀﾝ ﾌｫｰ ﾑ断熱材

・ﾌｪﾉｰ ﾙﾌ ｫｰﾑ断熱材

[9.3.2～4]

フェノールフォーム断熱材又は保温材、接着剤のホルムアルデヒド放散量

・押出法ﾎﾟﾘｽ ﾁﾚ ﾝﾌｫ ｰﾑ断熱材（スキン層なし）

　　断熱材の種類　　・Ａ種１　　・Ａ種１Ｈ

　・ 断熱材後張り工法

断熱材の種類　・ 

断熱材の厚さ（mm）　　・ 

断熱材にせっこうボード等を張り付けたパネル

・使用する（せっこうボード等の材質　厚さ　mm）

　　　　　　　　Ｇ

・屋上緑化改修工事 植栽基盤及び材料

排水孔

　　　芝及び地被類の種類等　　・（　　　　　）　　・図示

　　　見切り材、舗装材、　　　、マルチング材等　　・（　　　　　）　　・図示

　既存保護層の撤去　　・行う

　かん水装置　　・設置する（種類　・　　　　　）　（工事区分は図示による）

新植した芝及び地被類の枯補償の期間　※引渡しの日から1年　　・無し　　・（　　　　　）　

屋上緑化軽量システム　※適用する　・適用しない

[9.4.2～4]

※「1(各章共通事項)．室内空気汚染(揮発性有機化合物)対策」による

※１各章共通事項　室内空気汚染(揮発性有機化合物)対策　による

工事名

香南市中央公民館非構造部材耐震化工事

令和　7年　3月

令和５年７月改正
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亀尾明宏

かめお設計株式会社

KAMEO ARCHITECTURAL OFFICE

一級建築士事務所（高知県）登録第51号 一級建築士 登録第78574号

　　　　　高知県土木部建築課令和４年度版特記仕様書（建築改修工事編）(10)

・ トイレブース

・ 

※ 幅木タイプ  

形状

脚部

・ ステンレス製 ・ Ｒ・ ポリエステル樹脂系化粧板  

・ アルミニウム製 ・ 標準 ・ メラミン樹脂系化粧板 

材質形状
パネル表面材の種類

ドアエッジ

(20.2.5)

・ 表面材と同材 

　パネル材料のホルムアルデヒド放散量

※「1(各章共通事項)．7(室内空気汚染(揮発性有機化合物)対策)」による

施工箇所 種類 寸法(mm) 厚さ(mm)

屋内 ・ 塩化ビニル製 

・ 磁器質タイル         ・ せっ器質タイル ・ 

・ レジンコンクリート製 ・ コンクリート製 ・ 

屋外 ・ 磁器質タイル         ・ せっ器質タイル ・ 300×300 ・　

・ レジンコンクリート製 ・ コンクリート製 ・ 300×300 ・　 ・ 

・ 300×300 ・　 ・7.0  ・ 

・ 300×300 ・　

・ 300×300 ・　

・ 

※

※

※

再生材料
の適用　Ｇ

・ 

・ 

・ 

・ 

(11.2.2)(19.2.2)・ 視覚障害者用

　　床タイル

※ 黄色　　・　

ブロックパターンは JIS T 9251 による

・ 手すり

材種 表面仕上げ 直径(mm) 取付箇所

・ ステンレスパイプ ・ ＨＬ　 ・　

・ 鋼製パイプ ・ ＥＰ－Ｇ ・ ＳＯＰ ・ 

・ ビニル製ハンドレール 

備考

・ 集成材 ・ クリアラッカー ・ ・ 35 ・ 45 ・ ※ ※

(20.2.6)

・ 表示 衝突防止表示 　(20.2.11)

形状・寸法（・30φ　　・　　）

材質　　　（・ステンレス製　　・　　）

誘導標識、非常用進入口等の表示 　※消防法に適合する市販品

室名札、ピクトグラム、案内板等の形状、寸法、材質、色、書体、印刷等の種別、取付け形式等

※図示　　案内用図記号はJIS Z 8210による。 

・ ブラインド

形　式 種　類
ｽﾗｯﾄ幅 ﾎﾞｯｸｽ・ﾚｰﾙ 寸法・　

スラットの材種操作方法

　(20.2.14)

※ ギヤ式　 ※ アルミニウム ※ 25

・ コード式    合金製

(mm) の材種 取付箇所 

※ 鋼製 ・ 図示・ 横形 ・ 手動※

Ｇ

・ 操作棒式

・ 縦形 ※ ２本操作ｺｰﾄﾞ式 ・ アルミスラット ・ 80

　－

ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製 ・ 図示

・ 電動

・ 手動

・ １本操作ｺｰﾄﾞ式 ・ クロススラット ・ 100

　－・ 電動

アルミスラット　焼付け塗装仕上げ 

クロススラット　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工 

ブラインドの幅・高さ　※建具寸法　・図示

Ｇポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品

・ ロールスクリーン

・ カーテン

・ 電動式 

幅・高さ
材種 操作方式 遮光性 取付箇所 備考

(mm)

・ １級 ・ 図示 ・ 図示

・ スプリング式 ・ ２級

・ チェーン式 ・ ３級

※・ガラス繊維製

・合成・天然繊維製

・木製

　(20.2.15)

巻取りパイプ、ウェイトバー、操作コード又は操作チェーンその他の材料は製造所の仕様による。

Ｇポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品

形式 開閉操作 ひだの種類 取付箇所 備考
きれ地の種別、

　(20.2.16)

・ シングル ・ 手引き ・ フランスひだ 

・ ダブル ・ ひも引き ・ 箱ひだ、つまひだ 

品質、特殊加工等

・ 片引き ・ 図示

・ 引分け

※

・ 電動 ・ プレーンひだ、片ひだ 

・ シングル ・ 手引き ・ フランスひだ 

・ ダブル ・ ひも引き ・ 箱ひだ、つまひだ 

・ 片引き ・ 図示

・ 引分け

※

・ 電動 ・ プレーンひだ、片ひだ 

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品 Ｇ

暗幕カーテンの両端、上部及び召合せの重なり　※ 300mm以上　・ 

・ カーテンレール 　(20.2.16)

材料による区分　※ アルミニウム又はアルミニウム合金の押出成型材　　 ・ ステンレス製

強さによる区分　　　※ 10-90　　　　    ・ 

仕上げ　　　　　　　※ アルマイト　　　 ・ 

形状　　　　　　　　※ 角形　　　　　　 ・ 
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外
壁
改
修
工
事　

（
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壁
改
修
フ
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量
）

外壁改修フロー及び数量

・ コンクリート打放し仕上げ外壁の場合

外　壁　調　査　（　施　工　数　量　調　査　）

旧仕上げの撤去　・ 全面 ※ 図示

ひび割れ部改修  欠損部改修 シーリング改修

樹脂注入 Uｶｯﾄｼｰﾙ材  錆鉄筋部
シール工法  充填工法  シーリング再充填工法

工法(注1) 充填工法  補修工法

A)　　　ｍ 100× 幅100㎜ 　　　㎜× 　　　㎜×

B)　　　ｍ 300×
　　　　ｍ 　　　　ｍ 程度 　　　㎜ 　　　㎜

C)　　　ｍ 30㎜程度

D)　　　ｍ 　　　ヶ所 　　　　ｍ 　　　　ｍ 　　　　ｍ

下地調整材　　・ 全面　　 ※ 図示　

仕上塗材仕上　・ 全面　　 ※ 図示　

・ モルタル塗り仕上げ外壁の場合

外　壁　調　査　（　施　工　数　量　調　査　）

旧仕上げの撤去　・ 全面　 ※ 図示

ひび割れ部改修 欠損部改修 浮き部改修 シーリング改修

ﾓﾙﾀﾙ撤去　・ しない　 ・ する
 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ注入工法　・ 注入口付

樹脂注入 Uｶｯﾄｼｰﾙ材 モルタル 部分ｴﾎﾟｷｼ 全面ｴﾎﾟｷｼ 全面ﾎﾟﾘﾏｰ
ｼｰﾙ工法 充填工法  ｼｰﾘﾝｸﾞ再充填工法

工法(注1) 充填工法 塗替工法 樹脂 樹脂 ｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ

A)　　ｍ 一般部分　　 一般部分　　 一般部分　　　　 ㎜× 　 ㎜×

B)　　ｍ 　　　㎡ 　　　㎡ 　　　㎡ 　　　㎡ 　　　㎡ 　　 ㎜ 　 ㎜

C)　　ｍ ｶｯﾀｰ切り　 指定部分　　 指定部分 指定部分 　　　ｍ 　　　ｍｶｯﾀｰ切り　

D)　　ｍ 　　　ｍ 　　　ｍ 　　　ｍ 　　　ｍ 　　　㎡ 　　　㎡ 　　　㎡

下地調整材　　　・ 全面　 ※ 図示　

仕上塗材仕上　　・ 全面　 ※ 図示　

・ タイル張り仕上げ外壁の場合

外　壁　調　査　（　施　工　数　量　調　査　）

ひび割れ部改修 欠損部改修 浮き部改修 シーリング改修 目地改修

タイル撤去　・ しない ・ する アンカーピンニング注入工法　・ 注入口付

樹脂注入 Ｕカットシール材 タイル部分  タイル 部分エポキシ 全面エポキシ 全面ポリマー シーリング 目地ひび 伸縮目地

工法(注1) 充填工法 張替工法 張替工法 樹脂 樹脂 セメントスラリー 再充填工法 割れ改修 　改修

A)　　ｍ 一般部分　　 一般部分　　 一般部分　　　　 ㎜× 　　 ㎜× 　　 ㎜×

B)　　ｍ 　　　㎡ 　　　㎡ 　　　㎡ 　　　㎡ 　　　㎡
　　 ㎜ 　　 ㎜ 　　 ㎜

C)　　ｍ カッター切り カッター切り 指定部分　　 指定部分 指定部分

D)　　ｍ 　　ｍ 　　　ｍ 　　　ｍ 　　　㎡ 　　　㎡ 　　　㎡ 　　　ｍ 　　　ｍ 　　　ｍ

(注1) ひび割れ幅(㎜)が、Ａ）0.2以上1.0未満、Ｂ）0.2以上0.3未満、Ｃ）0.3以上0.5未満、Ｄ）0.5以上1.0未満を示す

　　  Ａ）は自動式低圧エポキシ樹脂注入工法を示し、

　　  Ｂ）・Ｃ）・Ｄ）は手動式エポキシ樹脂注入工法、機械式エポキシ樹脂注入工法を示す

溝型×深さ（mm）　・ 90×150　・ 120×80　・ 120×150　 ・ 150×80　・ 図示 

　　カーテンボックス

・ ブラインド

　　ボックス及び 材質　　・ 集成材（仕上げ：　　　　　　　　　　　） 　

・ アルミニウム製　押出し型材（市販品） 　　　　　　

標準仕様書表14.2.1による表面処理の種別 　　　　　　

  ・ BC-1 

・ BC-2 

色合い　・標準色　・特注色

・ 鋼製（仕上げ：　　　　　　　　　　　）

寸法 形式 外枠 内枠

・ 450×450 ・ 一般形 ・ 屋内外用 ・ 額縁タイプ ・ 額縁タイプ 

・ 600×600  ・ 屋内用 ・ 目地タイプ ・ 目地タイプ 

・ 気密形

・ 天井点検口

※ アルミニウム製

材種

寸法 形式

・ 450×450 ・ 一般形 ・ 屋内外用 

・ 600×600  ・ 密閉形 ・ 屋内用 

備考

・ 鍵付き

・ 床点検口

材種

・ アルミニウム製

・ ステンレス製 

密閉形とは、ボルト、ナット等メカニカル構造にパッキンを装着したものとする。

・ 鋼製 

・ 耐震スリット
方　向

・ 垂直方向

・ 水平方向

目地材 ・ シーリング材(見え掛かりのみ）

・ シーリング材（内外とも）

目地

　　　　目地            　内壁            　外壁

・ シーリング材(見え掛かりのみ）

・ 

目地材の材質は標準仕様書表9.7.1による

備考

・ 有り

・ 無し

防水性能

・ 耐火型

・ 非耐火型

耐火性能タイプ

・ 完全（全貫通型）※・ 25

目地寸法（mm） ※スリット幅×深さ10　　・　　 ※スリット幅×深さ10　　・　　

幅（mm）

・ 流し台ユニット

寸法(mm)
材種 備考

Ｗ Ｄ Ｈ

・ 流し台 ・ 1200 ・ 550 ・ 800 市販品 

・ 1500 ・ 600 ・ 850 トラップ付き  

・ 1800 ・ 650 天板ステンレス製

・ コンロ台 ・ 600 ・ 550 ・ 620 市販品 

・ 600 ・ 670 バックガード有り

・ 650 天板ステンレス製

・ つり戸棚 ・ 1200 ・ 450 ・ 500 市販品 

・ 900 ・ 700 

・ 水切り ・ 1200     -     - 市販品 

・ 900 ステンレス製 

・ 600 ・ 1段式　・ 

品質・性能　JIS A 4420による 

形状　　　　※ 図示　　　 ・ 

・ フェンス フェンスの種類　　・ ビニル被覆エキスパンドフェンス

・ 樹脂塗装メッシュフェンス 　　　　　　　　

・ 鋼管フェンス 　

・ アルミフェンス

高さ　　・ 図示　 ・ 

材　　　種　　・ メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　 ・ 人工大理石　・ 洗面カウンター

奥行き(mm)　　・ 約 450　 ・ 約 600

・ 路面標示用塗料

種類 施工 適用 色 幅(mm) 塗布厚さ(mm)

・ １種 液状 ・ 150常温

・ ２種 加熱

溶融 粉体状

JIS K 5665（路面標示用塗料）による

・ 100

※ ３種１号

　　低揮発性有機溶剤型の路面標示用水性塗料

・ 白 ・ 1.0Ｇ

Ｇ

Ｇ

材質　　　　水性アクリル系樹脂塗料（※ 標準色　　 ・　　　　　）・ 床用防じん塗料塗り

仕上種別　　コーテイング（ローラー刷毛塗り）

塗布量　　　主剤２回塗とし、総塗布量は０．２５kg/m2以上とする

工事名

香南市中央公民館非構造部材耐震化工事

令和　7年　3月

令和５年７月改正
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   工事概要 、仮設工事　凡例

工事名 香南市中央公民館非構造部材耐震化工事

建築物の名称 香南市中央公民館

〇内外装劣化補修工事 〇建具改修工事

・外壁損傷部補修：ひび割れ、浮き、爆裂補修等 ・床上3m以上の既存ｶﾞﾗｽ：原則合わせｶﾞﾗｽへ入替え

・内壁損傷部補修：ひび割れ、浮き補修 ・床上3m未満の既存ｶﾞﾗｽ：原則飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼り

・排煙窓開閉不良部の調整〇外部仕上改修工事

・鋼製建具：金物取り替、及び調整等・外壁：複層塗材Eﾛｰﾗｰ塗り替え

・木製建具：金物取り替、及び調整等・軒裏：外装薄塗材Eﾛｰﾗｰ塗り替え

・屋根：屋根・屋上：塩ﾋﾞｼｰﾄ防水改修、ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ塗り

〇その他工事・ﾊﾞﾙｺﾆｰ・庇：塗膜防水改修、FRP防水補修

・家具等固定、転倒防止・窓等ｼｰﾘﾝｸﾞ改修：全て撤去、再充填

〇設備工事〇内装改修工事

・コンセントカバー破損部の取替・壁ﾀｲﾙ浮き部貼替等

・鋼製天井下地補修（壁際吊りﾎﾞﾙﾄ不足箇所の補修）

・特定天井仕様による鋼製天井下地補強

・上記補修に伴う天井仕上材の撤去、復旧

・床、壁、天井仕上材の損傷部補修

※下記の工事は施工数量調査を行う

・外壁改修工事　外部損傷部（ひび割れ、浮き、爆裂）

仮
囲
い

仮囲い

仮囲い

仮
囲
い

・建築工事に伴う支障機器等の取外し再取付

・板厚5㎜未満の既存ｶﾞﾗｽ：原則合わせｶﾞﾗｽへ入替え

SCALE.

工事名

図面名

NO.
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